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円と直線は道路網を表わし、その中央に整備された道路を画いた。道路網の色を毎月変えて季節感を出すようにした。



嶬朧
朧
嶬戸
特
集
/
明
石
海
峡
大
橋
壽
臓
臓
讓
嚢
嶬
臓
讓
嶬
嶬

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
全
通

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
総
務
課

一

は
じ
め
に

平
成
一
〇
年
四
月
五
日
、
昭
和
六
三
年
五
月
の
現

地
工
事
着
手
か
ら
約
一
〇
年
の
歳
月
を
か
け
た
世
界

最
長
の
つ
り
橋
、
明
石
海
峡
大
橋
と
そ
の
関
連
区
間

(神
戸
西
I
C
ー
津
名
一
宮
)
四
四
･
四
蝿
の
供
用

に
よ
り
、
兵
庫
県
神
戸
市
と
徳
島
県
鳴
門
市
を
結
ぶ

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
八
九
如
が
全
線
開
通
致
し

ま
し
た
。

以
下
、
こ
の
道
路
の
建
設
ま
で
の
経
緯
、
概
要
、

料
金
、
開
通
効
果
等
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二

建
設
ま
で
の
経
緯

明
石
海
峡
架
橋
の
構
想
は
、
昭
和
二
八
年
に
当
時

神
戸
市
長
で
あ
っ
た
原
ロ
忠
次
郎
氏
に
よ
っ
て
提
唱

さ
れ
、
神
戸
市
独
自
で
準
備
調
査
を
開
始
し
た
こ
と

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
二
九
年
六
月
の
青
函
連
絡
船
洞
爺

丸
事
故
、
昭
和
三
〇
年
五
月
宇
高
連
絡
船
紫
雲
丸
事

故
の
海
難
事
故
に
よ
り
、
本
州
と
四
国
と
を
陸
路
で

連
絡
す
る
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
。

昭
和
三
〇
年
に
国
鉄
が
本
四
淡
路
線
の
調
査
に
着

手
、
昭
和
三
四
年
に
は
建
設
省
が
本
州
四
国
連
絡
架

橋
の
調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。

昭
和
三
七
年
一
月
、
建
設
省
と
国
鉄
が
土
木
学
会

に
共
同
委
託
し
設
置
さ
れ
た

｢本
州
四
国
連
絡
橋
技

術
調
査
委
員
会
｣
(委
員
長
･故
田
中
豊
東
大
名
誉
教

授
)
に
よ
り
調
査
･
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
昭
和
四
三
年
二
月
、
本
州
四
国
連
絡
橋

(五
ル

ー
ト
)
の
工
費
、
工
期
等
に
関
す
る
検
討
結
果
が
、

建
設
省
な
ら
び
に
運
輸
省
か
ら
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
夢
で
あ
っ
た
明
石
海
峡
に
お
け
る
架
橋
が
技
術
的

に
も
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
ま
し
た
。

昭
和
四
四
年
五
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢新
全
国

総
合
開
発
計
画
｣
に
お
い
て
本
州
四
国
連
絡
橋
の
神

戸
･鳴
門
ル
ー
ト
、
児
島
･坂
出
ル
ー
ト
及
び
尾
道
･

今
治
ル
ー
ト
の
三
ル
ー
ト
の
建
設
が
明
記
さ
れ
、
架

橋
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
は
、
技
術
的
難
問
題
を

克
服
し
つ
つ
、
道
路
と
鉄
道
を
一
体
と
し
て
総
合
調

整
し
な
が
ら
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

新
た
な
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
本

州
四
国
連
絡
橋
公
団
法

(昭
和
四
五
年
法
律
第
八
一

道堆手セ 98.5



表 1 神戸淡路鳴門自動車道年表

昭和34, 4 建設省が本州四国連絡橋の調査を開始

昭和38. 4 建設省が神戸市に本四連絡道路調査事務所を

設置

昭和44. 5 建設省より日本道路公団が調査を引き継ぐ

昭和45. 7 本州四国連絡橋公団設立

昭和48, 9 建設大臣及び運輸大臣から工事基本計画指示

昭和48,10 建設大臣及び運輸大臣から工事実施計画許可

昭和5主 7 大鳴門橋起工式

昭和56,11 ｢本州四国連絡橋の建設に伴う一般旅客定期

航路事業等に関する特別措置法｣ 施行

昭和60, 6 本州四国連絡橋道路津名一宮IC が州本IC間及

び西淡出入ロ ･鳴門北IC間 (大鳴門橋) 供用

開始

昭和60, 8 国土庁長官 ･運輸大臣 ･建設大臣、 明石海峡

大橋を道路単独橋とする方針に合意

昭和60,12 国土庁長官 ･運輸大臣 ･建設大臣の協議によ

り事業化を図る橋梁として明石海峡大橋が追

加決定

昭和61. 4 明石海峡大橋起工式 ･

昭和62. 5 本州四国連絡橋道路鳴門北IC ･鳴門IC間供用

開始

昭和62.10 本州四国連絡橋道路洲本IC ･西淡出入ロ問供

用開始

昭和63. 5 明石海峡大橋現地工事着手

平成元. 3 (明石海峡大橋) 2Pケーソン設置

平成元. 6 (明石海峡大橋) 3Pケーソン設置

平成 2. 1 明石海峡大橋関連区間用地取得開始

平成 2. 1 (明石海峡大橋) 4A基礎工事着手

平成 2. 3 (明石海峡大橋) 1A 基礎工事着手

平成 3. 3 (神戸側陸上部) 舞子トンネル導坑掘削の開

始 (T B M 発進)

平成 4 . 4 (明石海峡大橋) 2P主塔架設開始

平成 4. 6 (明石海峡大橋) 3P主塔架設開始

平成 4.1l (神戸側陸上部) 舞子トンネル本坑掘削開始

平成 5. 1 (明石海峡大橋) 2P主塔架設完了

平成 5. 2 建設大臣から一般国道28号工事基本計画変更
指示

平成 5. 2 一般国道28号 (西神地区) 工事実施計画認可

平成 5. 4 (明石海峡大橋) 3P主塔架設完了

平成 5. 4 鳴門北IC ~ 鳴門IC間 4車化工事着手

平成 5.11 (明石海峡大橋) パイロットロープ渡海

平成 5.12 (神戸側陸上部) 舞子高架橋上部工工事着手

平成 6. 3 明石海峡大橋関連区間土工工事全面着手

平成 6. 4 (明石海峡大橋)1A 躯体コンクリート打設完
了

平成 6. 6 (明石海峡大橋)4A 躯体コンクリート打設完
了

平成 6. 6 (明石海峡大橋) ケーブルストランド引き出
し開始

平成 6. 7 津名一宮IC ~ 洲本IC間 4車化工事着手

平成 6,12 明石海峡大橋関連航路指定告示

平成 7, 1 阪神 淡路大震災発生

平成 7, 6 (明石海峡大橋) 楠鋼桁架設開始

平成 8 , 4 (神戸側陸上部) 舞子トンネル貫通式

平成 8 , 9 (明石海峡大橋) 補鋼桁閉合式

平成 9 . 6 神戸 ･鳴門ルートの道路名称等が決定

平成 9 . 7 神戸淡路鳴門自動車道の供用予定日発表
< 平成10年 4月 5日>

平成 9 .10 津名一宮IC ~ 洲本IC間 4車化工事完成

平成10. 3 鳴門北IC ~ 鳴門IC間 4車化工事完成

平成10. 4 神戸淡路鳴門自動車道全線供用開始
起
工
式
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

直
前
に
な
り
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
起
因
す
る

総
需
要
抑
制
策
の
一
環
と
し
て
、
工
事
は
全
面
的
に

間
の
調
査
期
間
を
経
て
、
昭
和
四
八
年
一
〇
月
、
建

設
･
運
輸
両
大
臣
か
ら
三
ル
ー
ト
の
工
事
実
施
計
画

が
認
可
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
は
三
ル
ー
ト
同
時
の

号
)
の
成
立
を
う
け
、
昭
和
四
五
年
七
月
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
設
立
の
後
、
お
よ
そ
三
年



凍
結
さ
れ
ま
し
た
。

二
年
後
の
昭
和
五
〇
年
八
月
、
本
四
架
橋
に
関
す

る
当
面
の
政
府
方
針
が
決
定
さ
れ
、
以
降
、
そ
の
方

針
に
基
づ
き
一
ル
ー
ト
三
橋

(児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
、

大
鳴
門
橋
、
大
三
島
橋
及
び
因
島
大
橋
)
の
事
業
化

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、

四
国
と
淡
路
島
を
結
ぶ
大
鳴
門
橋
と
そ
の
関
連
区
間

が
昭
和
五
一
年
七
月
に
着
工
後
、
約
九
年
か
け
て
昭

和
六
〇
年
六
月
に
西
淡
出
入
ロ
･鳴
門
北
I
C
間
(大

鳴
門
橋
)
及
び
津
名
一
宮
I
C
･
洲
本
I
C
間
が
開

通
、
以
後
鳴
門
北
I
C
･
鳴
門
I
C
間

(昭
和
六
二

年
五
月
)、
洲
本
I
C
･西
淡
出
入
ロ
間

(昭
和
六
二

年
一
〇
月
)
に
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
こ
の
間
、
明
石
海
峡
大
橋
等
に
つ
い
て
は
検

討
の
熟
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
石
海
峡
大
橋
は
、
当
初
、
道
路
鉄
道
併
用
橋
(中

央
支
間
長
一
、
七
八
0
m
)
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
社
会
経
済
情
勢
、
国
鉄
の
財
政
事

情
等
に
よ
り
、
昭
和
五
六
年
六
月
、
国
土
庁
、
運
輸

省
及
び
建
設
省
の
協
議
に
基
づ
き
、
道
路
単
独
橋
と

し
て
の
可
能
性
調
査
が
建
設
省
か
ら
指
示
さ
れ
、
そ

の
後
、
超
高
強
度
ケ
ー
ブ
ル
の
技
術
開
発
と
相
ま
っ

て
、
約
二
、
0
0
o
m
の
支
間
長
を
も
つ
世
界
最
長

の
つ
り
橋
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

昭
和
六
〇
年
八
月
、
本
四
公
団
か
ら
の
道
路
単
独

橋
と
し
て
の
調
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
国
土
庁
長

官
、
運
輸
大
臣
、
建
設
大
臣
の
間
で
明
石
海
峡
大
橋

を
道
路
単
独
橋
と
し
て
建
設
す
る
方
針
が
合
意
さ
れ
、

同
年
一
二
月
、
中
央
支
間
長
一
、
九
九
0
m
の
つ
り

橋
と
し
て
事
業
化
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

図 1 神戸淡路鳴門自動車道ルート図



三

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
概
要

神
戸
側
陸
上
部

(神
戸
西
ー
C
か
ら
垂
水
J
C
T
、舞
子
ト
ン
ネ
ル
)

神
戸
側
陸
上
部
は
、
山
陽
自
動
車
道
と
接
続
す
る

神
戸
西
I
C
か
ら
、
布
施
畑
J
C
T
で
阪
神
高
速
道

路
北
神
戸
線
と
接
続
し
、
垂
水
J
C
T
で
第
二
神
明

道
路
北
線
と
阪
神
高
速
道
路
湾
岸

(垂
水
)
線
に
接

続
し
て
、
さ
ら
に
舞
子
ト
ン
ネ
ル
、
舞
子
高
架
橋
を

経
て
、
明
石
海
峡
大
橋
に
至
る
道
路
で
す
。

垂
水
J
C
T
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
機
能
を
備

え
た
タ
ー
ビ
ン
型
構
造
に
な
り
、
さ
ら
に
ロ
ー
ド
パ

ー
ク
事
業
構
想
の
推
進
を
受
け
て
周
辺
の
緑
化
に
も

十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

舞
子
ト
ン
ネ
ル
は
、
片
側
三
車
線
、
延
長
約
三
･

三
虹
、
二
本
の
ト
ン
ネ
ル
を
併
設
す
る
構
造
で
、
標

準
部
の
上
下
線
中
心
間
隔
は
五
0
m
と
な
っ
て
い
ま

す
。
舞
子
ト
ン
ネ
ル
の
通
過
す
る
地
域
は
市
街
化
さ

れ
て
お
り
、
土
被
り
が

一
o
j
二
0
m
と
浅
く
、
そ

の
上
に
は
住
宅
や
学
校
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
対
象
と
な
る
地
山
は
、
大
部
分
が
軟
弱
な
砂
礫

層
で
、
一
部
に
は
硬
質
な
六
甲
花
崗
岩
が
あ
り
、
そ

の
う
え
ト
ン
ネ
ル
が
通
過
す
る
舞
子
墓
園
以
北
に
は

ト
ン
ネ
ル
天
端
よ
り
一
0
m
上
に
地
下
水
面
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
厳
し
い
条
件
の
も
と

で
、
掘
削
に
は
S
D
工
法
、
ア
ン
ブ
レ
ラ
工
法
、
C

D
工
法
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
質
や
条
件
に
適
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
最
新
技
術
と
工
法
が
採
用
さ
れ
、
地
表

や
環
境
に
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
掘
削
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

舞
子
ト
ン
ネ
ル
南
坑
ロ
か
ら
明
石
海
峡
大
橋
の
間

は
、
約
○
･
五
如
の
高
架
橋
で
、
山
陽
電
鉄
、
J
R
、

国
道
二
号
の
上
空
を
通
過
し
ま
す
。
こ
の
舞
子
高
架

橋
に
は
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
バ
ス

を
利
用
さ
れ
る
方
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ

レ
ー
タ
!
に
よ
っ
て
、
山
陽
電
鉄
、
J
R
と
の
連
絡

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

明
石
海
峡
部

(明
石
海
峡
大
橋
)

大
阪
湾
と
播
磨
灘
を
つ
な
ぐ
明
石
海
峡
は
、
幅
約

四
如
、
架
橋
ル
ー
ト
上
で
の
最
大
水
深
は
約
一
一
〇

m
、
湖
流
速
は
最
大
毎
秒
四
･
五
m
に
も
達
し
ま
す
。

古
く
か
ら
の
好
漁
場
と
し
て
さ
か
ん
に
漁
が
行
わ
れ

る
と
共
に
、
一
日
に
約
一
、
四
〇
〇
隻
も
の
船
舶
が

航
行
す
る
海
上
交
通
の
要
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
明
石
海
峡
大
橋
の

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
自
然
環
境
へ
の
考
慮
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
環
境
に
対
し
て
も
充
分
な
配
慮

が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
取
付
高
架
橋
で
あ

る
舞
子
高
架
橋
と
松
帆
高
架
橋
に
つ
い
て
は
、
大
橋

と
の
連
続
性
が
景
観
上
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
、
圧
迫
感
を
感
じ
さ
せ
な
い

き
ざ

ソ
フ
ト
で
安
定
感
の
あ
る
形
状
が
追
求
さ
れ
ま
し
た
。

明
石
海
峡
大
橋
は
雄
大
さ
は
も
と
よ
り
、
そ
こ
に

集
結
さ
れ
た
最
新
の
技
術
と
高
度
な
開
発
能
力
は
、

世
界
一
の
つ
り
橋
と
し
て
国
内
外
を
問
わ
ず
高
い
注

目
を
集
め
て
い
ま
す

(写
真
1
)。

写真 1 明石海峡大橋

淡
路
側
陸
上
部

明
石
海
峡
大
橋
を
南
に
向
か
っ
て
渡
り
き
る
と
、

淡
路
島
に
な
り
ま
す
。
島
内
の
ル
ー
ト
は
淡
路
島
の

最
北
端
･
津
名
郡
淡
路
町
か
ら
始
ま
り
、
大
阪
湾
に

多 道行セ 98 ,5



面
す
る
東
海
岸
を
一
般
国
道
二
八
号
に
沿
っ
て
南
下
、

播
磨
灘
を
望
む
西
海
岸
に
出
て
、
室
滓
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
を
通
り
、
津
名
郡
一
宮
町
の
北
側
を
斜
め
に

進
み
、
津
名
郡
津
名
町
へ
と
淡
路
島
を
S
字
型
に
縦

貫
し
ま
す
。

さ
ら
に
国
立
公
園
･
先
山
を
右
に
眺
望
し
な
が
ら

山
麓
を
三
原
平
野
へ
と
向
か
い
、
県
道
三
原
阿
那
賀

線

｢う
ず
し
お
ラ
イ
ン
｣
に
沿
っ
て
、
三
原
郡
西
淡

町
の
南
部
の
谷
間
を
南
下
し
、
淡
路
島
側
の
終
点
と

な
る
三
原
郡
南
淡
町
へ
と
続
き
ま
す
。

島
内
に
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
七
カ
所
、
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア

ー
カ
所
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
三
カ
所
、

バ
ス
ス
ト
ッ
プ
一
三
カ
所
な
ど
の
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

淡
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(休
憩
施
設
)

淡
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、
淡
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
併
設
さ
れ
て
お
り
、
小
型
車
換
算
で
約
一
、

一
〇
〇
台
を
収
容
す
る
駐
車
場
と
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
な

ど
を
設
置
し
、
そ
の
広
さ
は
国
内
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
S
A
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
明
石
海
峡
大
橋
の

勇
壮
な
景
観
を
間
近
で
眺
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら

｢橋

の
み
え
る
丘
｣
と
名
付
け
ら
れ
、
潤
い
あ
る
憩
い
の

ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
県
立
淡
路
島
公
園
と
は
オ
ア
シ

ス
駐
車
場
で
連
結
し
一
体
的
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ

＼き
き
きゞ

ふ
きき

　　　　　
　　　　

　
　
　
　

　
　　　
　

　
　　　
　

　　
　
　
　

　　　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　　　　
　　

＼べ
き
弍ミ
ミ
ゞ

　
　　
　　　　　　

　
　　
　　

　
　
　　

き
こ
ごへき湖略S A eハイウェイオアシス

き
きさ

、‐ガコエ講藝濯ぎ粥 ミミ
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ス
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
本
州
側
あ
る
い
は
淡

路
島
･
四
国
側
か
ら
も
U
タ
ー
ン
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
淡
路
島
の
豊
か
な
自
然
に
も
ふ
れ
あ
う
こ
と

が
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
2
)。

大
鳴
門
橋

大
鳴
門
橋
は
、
昭
和
六
〇
年
六
月
八
日
に
供
用
を

開
始
し
た
つ
り
橋
で
、
う
ず
潮
で
有
名
な
鳴
門
海
峡

の
淡
路
島
側
の
門
崎
と
鳴
門
側
の
大
毛
島
孫
崎
を
結

ぶ
、
中
央
支
間
長
八
七
六
m
、
橋
長
一
、
六
二
九
m
、

桁
下
の
高
さ
海
面
上
四
一
m
、
塔
の
高
さ
は
海
面
上写真 2 大鳴門橋

一
四
四
m
の
三
径
間
二
ヒ
ン
ジ
補
剛
ト
ラ
ス
つ
り
橋

で
す
。

完
成
時
は
上
部
に
六
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
、

下
部
に
新
幹
線
規
格
の
鉄
道
を
備
え
た
二
階
建
て
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
道
路
四
車
線
を
暫

定
的
に
供
用
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
必
要
に
応
じ

て
道
路
二
車
線
と
鉄
道
を
追
加
で
き
る
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
鳴
門
海
峡
は
台
風
の
通
路

に
当
た
る
こ
と
が
多
い
為
、
風
速
八
八
m
を
想
定
し

た
耐
風
構
造
と
し
、
ま
た
、
地
震
に
対
し
て
も
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス
に
耐
え
る
耐
震
性
を
確
保
し

て
い
ま
す

(写
真
2
)
。

四

明
石
海
峡
大
橋

明
石
海
峡
大
橋
は
、
神
戸
市
垂
水
区
舞
子
と
淡
路

島
の
津
名
郡
淡
路
町
松
肌
の
間
に
位
置
す
る
三
径
間

-
-ヒ
ン
ジ
補
剛
ト
ラ
ス
つ
り
橋
で
す
。
昭
和
六
三
年

か
ら
現
地
工
事
に
か
か
り
、
約
一
〇
年
の
歳
月
を
経

て
完
成
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
一
九
八
一
年
に
完
成

し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ン
バ
ー
橋

(中
央
支
間
長
一
、

四
一
0
m
)
が
、
長
大
つ
り
橋
の
代
表
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
明
石
海
峡
大
橋
は
そ
れ
を
上
回
る
中
央

支
間
長
雪

九
九
一
m
を
誇
り
、
さ
ら
に
主
塔
の
高

さ
は
海
面
上
二
九
二
m
と
な
り
、
世
界
最
大
の
つ
り

橋
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
明
石
海
峡
大
橋
の
長
さ
及
び
高
さ
は
、
平

成
一
〇
年
完
成
予
定
と
し
て
一
九
九
八
年
版

『ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
』
の
建
築
･
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
最
長
の
つ

り
橋

(中
央
支
間
長
一
、
九
九
一
m
)、
高
い
橋

(主

塔
の
高
さ

(塔
項
)
二
九
七
m
)
で
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
の

明
石
海
峡
大
橋
の
技
術

･
明
石
海
峡
大
橋
の
設
計

e
耐
震
設
計

明
石
海
峡
大
橋
は
設
計
上
、
架
橋
地
点
か
ら
一

五
〇
如
離
れ
た
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
境
界
で
発
生
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
･
5
の
大
地
震
や
、
架
橋

地
点
周
辺
で
発
生
が
予
想
さ
れ
る
大
地
震
に
耐
え

ら
れ
る
設
計
を
追
求
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し

た
阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
も
、
海
峡
中
央

部
の
地
盤
の
ズ
レ
に
よ
り
主
塔
間
隔
が
約
一
m
(八

〇
伽
)
ほ
ど
広
が
り
中
央
支
間
長
が
一
、
九
九
一

m
に
な
っ
た
も
の
の
、
施
工
中
の
橋
梁
本
体
に
異

常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

e
耐
風
設
計

長
大
橋
は
風
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
耐
風
安

定
性
の
確
保
が
重
要
で
す
。
明
石
海
峡
大
橋
は
過

去
に
例
の
な
い
支
間
長
を
有
す
る
た
め
、
耐
風
設

計
に
あ
た
っ
て
は
、
巨
大
構
造
物
と
し
て
の
重
要

性
か
ら
新
た
に
｢明
石
海
峡
大
橋
耐
風
設
計
要
領
｣



を
独
自
の
基
準
と
し
て
制
定
さ
れ
、
建
設
省
土
木

研
究
所
に
お
け
る
一
〇
〇
分
の
一
模
型
に
よ
る
風

洞
実
験
等
、
高
い
精
度
の
耐
風
安
定
性
照
査
が
行

わ
れ
、
風
速
約
八
0
m
/
s
に
も
耐
え
る
構
造
が

実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
景
観
設
計

橋
梁
景
観
設
計
に
関
し
て
は
、
三
つ
の
テ
ー
マ

を
基
に
デ
ザ
イ
ン
の
選
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢信
頼
性
｣
!
!
･ム
ロ
風
や
地
震
、
重
交
通
に

耐
え
ら
れ
る
頼
も
し
さ

｢未
来
性
｣
!
!
!
未
来
へ
の
限
り
な
い
可
能

性
の
暗
示

｢光
と
陰
｣
!
!
!
･瀬
戸
内
海
の
特
徴
で
あ
る

光
と
陰
が
織
り
な
す
変
化

ま
た
、
本
橋
の
塗
装
色
は
、
テ
ー
マ
性
と
同
時

に
緑
豊
か
な
日
本
の
発
展
と
豊
か
な
未
来
を
イ
メ

ー
ジ
さ
せ
る
グ
リ
ー
ン
グ
レ
ー
に
し
ま
し
た
。

美
し
い
海
峡
を
背
景
に
二
一
世
紀
へ
の
架
け
橋

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
夢
あ
ふ
れ
る
勇
壮
な
姿
を
見

せ
て
い
ま
す
。

②

下
部
工
工
事

下
部
工
と
な
る
主
塔
基
礎
と
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
は
昭

和
六
三
年
五
月
に
現
地
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

主
塔
基
礎
は
、
ま
ず
グ
ラ
ブ
船
で
水
深
六
0
m
ま

で
海
底
掘
削
を
行
い
、
そ
の
後
、
工
場
で
製
作
さ
れ

た
鋼
ケ
ー
ソ
ン

(神
戸
側
の
場
合
直
径
八
0
m
、
高

さ
七
0
m
)
を
曳
航

･
沈
設
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

打
設
す
る
｢設
置
ケ
i
ソ
ン
工
法
｣で
施
工
さ
れ
ま
し

た
。
ケ
ー
ソ
ン
に
は
約
三
万
五
、
○
○
○
が
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
水
中

に
均
質
な
打
設
を
行
う
た
め
、
自
重
に
よ
り
平
坦
性

を
保
ち
な
が
ら
流
動
す
る
性
質
を
も
っ
た
特
殊
水
中

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
開
発
し
、
施
工
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
明
石
海
峡
は
潮
流
が
非
常
に
速
く
、
そ

こ
に
こ
の
よ
う
な
大
規
模
構
造
物
を
設
置
す
る
と
、

流
れ
の
影
響
に
よ
り
基
礎
の
周
辺
に
洗
掘
現
象
が
発

生
し
、
基
礎
の
安
定
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
基
礎
周
辺
に
は
新
た
に
開
発
し

た
洗
掘
防
止
工

(
一
ト
ン
程
度
の
捨
て
石
と
小
粒
径

の
フ
ィ
ル
タ
ー
骨
材
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
)
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
は
海
岸
線
付
近
に
設
置
す

る
た
め
、
埋
立
て
に
よ
り
作
業
基
地
を
整
備
し
た
後
、

築
造
し
ま
し
た
。
神
戸
側
の
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
の
基
礎

は

｢地
下
連
続
壁
工
法
｣
を
採
用
し
、
直
径
八
五
m
、

深
さ
六
三
･
五
m
の
巨
大
な
円
形
基
礎
を
築
き
ま
し

た
。
ま
た
、
淡
路
側
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
の
基
礎
は
土
留

め
壁
に
よ
る
直
接
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
カ
レ
イ
ジ
に
打
設
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
、

流
動
性
が
高
く
締
め
固
め
作
業
が
不
要
な
高
流
動
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
採
用
し
、
工
期
の
短
縮
、
作
業
効
率

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
量
は
神
戸

側
で
一
四
万
瀞
、
淡
路
側
で
一
五
万
姪
で
す
。
な
お
、

気
中
部
の
外
壁
は
P
C
パ
ネ
ル
を
使
用
し
、
型
枠
を

使
わ
ず
に
施
工
し
ま
し
た
。

③

土
塔
工
事

主
塔
は
塔
頂
サ
ド
ル
を
介
し
て
ケ
ー
ブ
ル
よ
り
約

一
〇
万
ト
ン
の
力
を
受
け
、
こ
れ
を
基
礎
に
伝
達
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
塔
の
傾
き
が
一
/
一
〇

〇
〇
〇
以
下
と
な
る
よ
う
に
部
材
の
製
作
を
行
い
、

架
設
し
ま
し
た
。

主
塔
の
高
さ
は
工
事
実
施
計
画
認
可
時
は
東
京
タ

ワ
ー
と
同
じ
三
三
三
m
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
技
術

開
発
の
結
果
低
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
二
九
七

m
も
あ
る
た
め
、
従
来
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
風
に
よ
る
曲
げ
振
動
、
ね
じ
れ
振
動
へ
の
配
慮
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
風
洞
試
験
に
よ

り
耐
風
性
に
優
れ
た
十
字
型
の
断
面
形
状
を
選
定
し
、

制
振
装
置
を
設
置
し
て
い
ま
す
(二
〇
基
/
塔
)。
主

塔
の
鋼
重
は
二
基
合
わ
せ
て
約
四
万
六
、
二
〇
〇
ト

ン
で
、
架
設
は
平
成
四
年
四
月
か
ら
平
成
五
年
四
月

に
行
い
ま
し
た
。

帥

ケ
ー
ブ
ル
工
事

ケ
ー
ブ
ル
は
直
径
五
･
一
ニ
ニ
雌
の
高
強
度
亜
鉛
メ

ッ
キ
鋼
線

(素
線
)
一
二
七
本
を
工
場
で
六
角
形
に

束
ね
た
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ラ
ン
ド
を
一
架
設
単
位
と

し
て
架
設
す
る
、
プ
レ
ハ
ブ
･
ス
ト
ラ
ン
ド
工
法
(P

s
工
法
)
を
採
用
し
ま
し
た
。
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素
線
の
強
度
は
従
来
の
つ
り
橋
で
は
脚
騨
ノ
煎
で

し
た
が
、
明
石
海
峡
大
橋
で
は
、
即
騨
ノ
呵
の
超
高

強
度
鋼
線
を
開
発
し
、
架
設
を
実
施
し
ま
し
た
。
使

用
し
た
素
線
の
総
延
長
は
約
三
〇
万
如
、
地
球
七
周

半
に
も
な
り
、
鋼
重
は
主
ケ
ー
ブ

ル
、

ハ
ン
ガ
ー
ロ

ー
プ
等
を
合
わ
せ
て
約
五
万
七
、
七
〇
〇
ト
ン
に
な

り
ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
架
設
の
最
初
に
行
う
パ
イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー

プ
の
架
設
に
は
、
航
行
船
舶
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
渡
海
を
採
用
し
ま
し
た
。
パ

イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー
プ
は
軽
量
で
高
強
度
の
ポ
リ
ア
ラ
ミ

ド
繊
維
ロ
ー
プ

(直
径
一
○
臘
)
を
使
用
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ロ
ー
プ
の
渡
海
は
平
成
五
年
=

月
に
行
い
、
そ
の
後
ケ
ー
ブ
ル
ス
ト
ラ
ン
ド
の
架
設

を
平
成
六
年
六
月
か
ら
一
一
月
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

◎

補
剛
桁
工
事

補
剛
桁
の
断
面
は
、
瀬
戸
大
橋
と
同
じ
ト
ラ
ス
形

式
で
、
明
石
海
峡
大
橋
は
片
側
三
車
線
、
往
復
六
車

線
で
、
車
の
乗
る
こ
と
が
少
な
い
路
肩
部
及
び
中
央

分
離
帯
部
は
耐
風
性
確
保
の
た
め
オ
ー
プ
ン
グ
レ
ー

チ
ン
グ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
剛
桁
の
架
設
は
、
ま
ず
主
塔
に
取
付
け
る
ブ
ロ

ッ
ク
と
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
に
取
付
け
る
ブ

ロ
ッ
ク
を
フ

ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ク
レ
ー
ン
に
よ
り

一
括
架
設
し
、
そ

の
後
ト
ラ
ス
部
材
を
工
場
で
パ
ネ
ル
状
に
組
み
立
て

た
も
の
を
現
地
で
架
設
す
る

｢面
材
架
設
工
法
｣
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

架
設
は
、
主
塔
、
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
に
取
り
付
け
る

大
ブ
ロ
ッ
ク
架
設
を
平
成
七
年
六
月
か
ら
行
い
、
そ

の
後
平
成
七
年
九
月
よ
り
画
材
架
設
を
開
始
し
ま
し

た
。
一
年
後
の
平
成
八
年
九
月
に
補
剛
桁
中
央
径
間

が
閉
合
し
、
世
界
最
大
の
つ
り
橋
の
構
造
体
が
完
成

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ケ
ー
ブ
ル
防
食
工
と
し
て
の
ワ
イ
ヤ
ー

及
び
ゴ
ム
ラ
ッ
ピ
ン
グ
作
業
や
鋼
床
版
の
溶
接
作
業
、

自
動
車
防
護
柵
の
設
置
等
を
行
い
ま
し
た
。

五

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
料
金
に
つ
い

て
料
金
設
定
の
考
え
方

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
料
金
設
定
に
あ
た
っ

て
は
、
以
下
に
述
べ
る
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
料
金

設
定
の
考
え
方
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
法
令
に
よ
り
、
他
の
有

料
道
路
と
同
様
、
建
設
費
、
管
理
費
、
調
達
資
金
に

か
か
る
利
息
な
ど
の
総
費
用
を
一
定
期
間

(償
還
期

間
)
内
に
料
金
収
入
に
よ
っ
て
償
う
償
還
主
義
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
料
金
収
入
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
費
用
の
償
還
が
で
き
る
よ
う
な
料
金
設
定

を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
三
っ
の
ル
ー

ト
の
全
体
の
経
費
を
合
算
し
料
金
収
入
で
償
還
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
が
、
相
互
に
代
替

的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
、
全
体
が
あ
い
ま
っ
て
機
能

す
る
こ
と
に
よ
り
関
連
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
が
図

ら
れ
る
こ
と
、
建
設
時
期
や
建
設
費
の
違
い
に
よ
り

先
に
供
用
し
た
路
線
と
後
か
ら
供
用
す
る
路
線
の
間

に
料
金
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
な
ど

の
理
由
に
よ
り
ま
す
。

各
ル
ー
ト
の
利
用
料
金
は
、
利
用
距
離

(陸
上
部

と
海
峡
部
別
)
の
長
さ
に
応
じ
た
料
金

(全
路
線
画

一
対
距
離
料
金
制
)
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
料
金
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
後
世
代
に
大

き
な
負
担
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
返
済
に
必
要
な

収
入
を
確
保
し
な
が
ら
、
お
客
さ
ま
に
で
き
る
だ
け

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
以
下
の
よ
う
に
新
料
金
を

設
定
し
ま
し
た
。

･
償
還
期
間
を
、
施
設
の
耐
用
年
数
に
応
じ
た
世

代
間
の
負
担
の
公
平
や
出
資
金
等
の
公
的
負
担

額
の
抑
制
の
必
要
性
等
に
配
慮
し
て
従
来
の
三

三
年
か
ら
五
〇
年
に
延
長

･
一
如
当
た
り
の
建
設
費
と
便
益
額

(利
用
し
た

こ
と
で
得
る
利
益
)
に
基
づ
い
て
、
陸
上
部
と

海
峡
部
の
料
金
比
率
を
一
…
九
に
設
定
、
特
に

一
般
の
海
峡
部
と
比
べ
て
特
に
多
額
の
建
設
費

を
要
し
た
明
石
海
峡
大
橋
に
つ
い
て
は
、
通
常

の
海
峡
部
の
六
割
増
し
の
料
金
を
設
定



表 2 基本料金 (平成15年 4月 1日から適用)
神戸西インターチェンジ ･鳴門インターチェンジ間

(軽自動車等)

6 ,050 5,850 4 ,650 4 ,350 4 ,050 3,650 3 ,350 3 ,050 2,85
0 400 250 神戸西

5,900 5,650 4 ,500 4 ,200 3 ,900 3 ,500 3 ,150 2 ,900 2,700
250 布施畑 350

5,800 5,550 4 ,350 4 ,100 3 ,750 3 ,400 3 ,050 2 ,750 2 ,600 垂 水 300 500

3,300 3,050 1 ,900 1,600 1,300 900 550 300 淡 路淡路SA 3,250 3 ,400 3,600

3 ,150 2,900 1,700 1,450 L 100 700 400 東 浦 350 3 ,450 3 ,600 3,800

2,850 2 ,600 1,450 L 150 850 450 北 淡 500 700 3 ,800 3 ,950 4,150

2 ,500 2,250 1'100 800 500 津名一宮 550 900 1,150 4 ,200 4 ,400 4,600

2 ,100 1,900 700 400 洲 本 600 L 050 1,400 1 ,600 4,700 4 ,850 5,050

亀800 1,550 400 西淡三原 500 1,000 1 ,400 1,800 2 ,000 5,100 5 ,250 5 ,450

1,500 1,300 淡路島南 500 900 L 350 1,800 2 ,150 2 ,350 5,450 5 ,600 5 ,800

350 鳴門北 1 ,600 1,950 2 ,350 2 ,850 3 ,250 3 ,600 3 ,850 6,950 7 ,100 7 ,300

鳴 門 450 1,900 2 ,250 2 ,650 3 ,150 3 ,550 3 ,900 4 ,150 7,250 7 ,
400 7 ,600

(普通車)
(中型車)

9,100 8,750 7 ,000 6 ,550 6 ,100 .5,500 5 ,000 4,550 4 ,300
600 400 神戸西

8,850 8 ,500 6 ,750 6 ,300 5 ,850 5,250 4 ,750 4,350 4 ,050 350 布施畑 550

8,650 8 ,300 6 ,550 6 ,100 5,650 5,050 4 ,550 4,150 3 ,850 垂 水 450 800

4,950 4,600 2 ,850 2,400 1,950 1,350 850 400 淡 路淡路SA 5,350 5 ,600 5 ,900

4,700 4,350 2 ,550 2,150 1,650 1'100 600 東 浦 600 5 ,700 5 ,950 6 ,300

4 ,250 3,900 2 ,150 1,700 1,250 650 北 淡 800 1,200 6 ,300 6,550 6 ,900

3 ,750 3,400 1,650 1 ,200 750 津名一宮 900 1 ,500 1,850 6 ,950 7,200 7 ,550

3 ,200 2,800 1,050 600 洲 本 1,000 1･700 2 ,300 2 ,650 7 ,750 8,050 8 ,350

2,700 2,350 600 画炎三原 850 1,650 2 ,350 2 ,950 3 ,300 8 ,400 8,650 9 ,000

2,300 l,900 淡路島南 800 1 ,450 2 ,250 2 ,950 3 ,550 3 ,900 9 ,000 9,250 9 ,600

500 鳴門北 2 ,650 3 ,250 3 ,900 4 ,700 5 ,350 5 ,950 6 ,300 11,450 11･700 12 ,050

鳴 門 700 3 ,150 3 ,750 4 ,350 5,200 5 ,850 6 ,450 6 ,800 11,950 12 ,200
12,500

ま
た
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
本
州
四
国
間
の

幹
線
道
路
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
関

連
す
る
地
域
に
、
よ
り
早
く
道
路
建
設
の
効
果
を
も

た
ら
す
た
め
に
は
、
早
期
に
利
用
層
を
拡
大
し
、
そ

結
果
、
一
如
当
た
り
の
料
金
は
、
料
金
収
入
の
確

保
や
物
価
上
昇
率
等
を
考
慮
し
、
陸
上
部
三
九
円
、

海
峡
部
三
五
一
円
と
す
る
こ
と
と
し
基
本
料
金
を
設

定
し
ま
し
た

(表
2
)。

(大型車)

(通行 1回当たり :単位 円)

(特大車)

21,900 21,150 16 ,700 15 ,750 14,650 13 ,300 12 ,150 11,200 10,600 1,350
900 神戸西

21,350 20,500 16 ,150 15 ,150 14,l00 12 ,750 11,600 10 ,600 10,000 800 布施畑 5.O

20 ,900 20,100 15,700 14 ,750 13,650 12,300 11,200 10 ,200 9,600 垂 水 3 .8 8 ,8

11'700 10,850 6,500 5 ,500 4,450 3 ,100 1,950 950 淡 路淡路SA 11.3 15 .1 20 ,1

11'100 10 ,250 5,900 4 ,900 3 ,850 2 ,500 1,350 東 浦 5 ,4 16 ,7 20 .5 25 .5

10 '100 9 ,250 4 ,900 3 ,900 2 ,850 1,500 北 淡 8 .8 14 ,2 25 .5 29 ,3 34.3

8 ,950 8,150 3 ,750 2 ,750 1,700 津名一宮 10･1 18 .9 24 .3 35 .6 39 .4 44,4

7,600 6,800 2 ,400 1,450 洲 本 11.9 22.O 30 .8 36 .2 47 .5 51.3 56,3

6,550 5,750 1,350 面炎三原 9.5 21.4 31,5 40 ,3 45.7 57.O 60 .8 65.8

5 ,550 4,750 淡路島南 8 .8 18 .3 30 .2 40 .3 49 ,1 54 ,5 65.8 69 .6 74.6

1,200 鳴門北 7 ･1 15 ,9 25.4 37 ,3 47.4 56 .2 61 ,6 72.9 76 ,7 81.7

鳴 門 7 ,3 14 .4 23 .2 32 ,7 44 .6 54.7 63 .5 68 .9 80.2 84 ,O
89.O

の
定
着
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

三
ル
ー
ト
が
完
成
し
、
新
し
い
料
金
体
系
が
適
用
さ

れ
る
今
回
、
特
別
の
措
置
と
し
て
、
当
初
の
五
年
間

に
限
る
特
別
料
金
を
設
定
し
ま
し
た
。

(距 離)
(注)1.神戸西、布施畑又は垂水から淡路S Aを経由して神戸西、布施畑又は垂水までの区間を通行する自

動

車及び東浦、北淡、津名一宮、洲本、西淡三原、淡路島南、鳴門北又は鳴門から淡路SA を経由して

東浦、 北淡、 津名一宮、 洲本、 西淡三原、 淡路島南、 鳴門北又は鳴門までの区間を通行する
自動車

について、 淡路SAまでの料金の額に淡路S A からの料金の額を加算するものとする。
2.料金の額には、 消費税を含む。

!0 道イテセ 98.5



表 3 特別料金 (平成10年 4月 1日(新規供用区間は供用の日から)から
平成15年 3月31日まで適用)

神戸西インターチェンジ 羽鳥門インターチェンジ間
(軽自動車等) (通行 1回当たり :単位 円)
4,850 4 ,650 3 ,700 3 ,500 3 ,250 2,950 2 ,650 2 ,450 2 ,300 300 200 神戸西

4,750 4 ,550 3,600 3 ,350 3 ,100 2,800 2,550 2,300 2 ,150 200 布施畑 250

4,650 4 ,450 3,500 3 ,250 3 ,000 2,700 2 ,450 2,200 2 ,050 垂 水 250 400

2 ,650 2 ,450 上500 1,300 1,050 700 450 250 淡 路淡路SA 2,600 2 ,700 2 ,850

2 ,500 2,300 1,350 1 ,150 900 600 300 東 浦 300 2,750 2 ,900 3 ,050

2,250 2 ,100 1,150 900 650 350 北 淡 400 550 3,050 3,150 3 ,350

2,00O 1,800 900 650 400 津名一宮 450 700 900 3 ,400 3 ,500 3,650

1'700 1 ,500 550 350 洲 本 500 850 1 '100 1,300 3 ,750 3 ,900 4,050

1,450 1,250 300 画炎三原 400 800 L 150 1,450 1,600 4 ,100 4 ,200 4,350

1,200 1,000 淡路島南 400 700 1'100 1,450 1'700 1,900 4 ,350 4 ,500 4,650

300 鳴門北 1 ,300 1 ,550 1,900 2 ,250 2,600 2 ,900 3,050 5,550 5,650 5,850

鳴 門 350 1,500 1 ,800 2,100 2 ,500 2,850 3 ,150 3,300 5 ,800 5 ,900 6 ,050

特
別
料
金
に
よ
る
と
、
例
え
ば
瀬
戸
中
央
自
動
車

道

(早
島
ー
坂
出
間
)
普
通
車
は
四
、
六
〇
〇
円
と

な
り
、
従
来
の
料
金

(六
、
六
二
〇
円
)
に
比
べ
て

約
三
0
%
の
引
き
下
げ
と
な
っ
て
い
ま
す

(表
3
)。

こ
の
他
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
全
線
開
通
を

記
念
し
、
開
通
直
後
の
一
層
の
利
用
促
進
と
定
着
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
沿
線
の
観
光
施
設
等

(神

戸
三
八
施
設
、
淡
路
島
内
一
五
施
設
及
び
徳
島
県
三

(普通車) 戸 図 記
三 念 こ(中型車)

7,300 7 '000 5 ,600 5 ,250 4 ,850 4 ,400 4 ,000 3 ,650 3,450 450 300 神戸西

7ユ00 6 ,800 5 ,400 5 ,050 4 ,650 4 ,200 3 ,800 3 ,450 3 ,250 300 布施畑 450

6 ,950 6,650 5 ,250 4 ,900 4 ,500 4 ,050 3 ,650 3 ,300 3註0O 垂 水 400 650

3 ,950 3 ,700 2 ,250 1,900 1,550 1'100 700 350 淡 路淡路SA 4,250 4,450 4 ,750

3 7 50 3 ,450 2 ,050 1,700 1,350 850 450 東 浦 450 4 ,550 4,750 5,050

3,400 3 ,100 1,700 1,350 1'000 500 北 淡 650 950 5 ,050 5 ,250 5,500

3,000 2 ,700 1 ,300 950 600 津名一宮 700 1,200 1,500 5 ,550 5 ,800 6 ,050

2,550 2 ,250 850 500 洲 本 800 L 350 1,850 2 ,150 6 ,200 6 ,400 6 ,700

2 ,150 1 ,900 450 画炎三原 700 1,350 1,900 2,350 2 ,650 6,750 6,950 7,200

1,800 1,550 淡路島南 650 1 ,150 1,800 2 ,350 2,850 3 ,100 7,200 7,400 7'700

400 鳴門北 2,100 2 ,600 3 ,100 3 ,750 4 ,300 4 ,750 5 ,050 9,150 9 ,350 9 ,600

鳴 門 550 2,500 3 ,000 3 ,500 4 ,150 4,700 5 ,150 5 ,450 9,550 9 ,750 10 '000

(大型車)
(特大車)

17,550 16 ,850 13 ,350 12 ,600 11 ,700 10 ,650 9 ,750 8 ,950 8 ,450 1,l00 750 神戸西

17,100 16 ,400 12 ,900 12 ,150 11 ,250 10 ,200 9 ,300 8 ,500 8 ,000 650 布施畑 5.O

16,750 16,100 12 ,600 11,800 10,950 9 ,850 8,950 8 ,150 7 ,650 垂 水 3 .8 8 ,8

9 ,350 8,700 5 ,200 4 ,400 3,550 2 ,500 1,550 800 淡 路淡路SA 11.3 15 .1 20 .1

8 ,850 8 ,200 4 ,700 3 ,900 3,050 2 ,000 1'100 東 浦 5.4 16 ,7 20 ,5 25 .5

8 ,100 7,400 3 ,900 3 ,150 2,250 1,200 北 淡 8 .8 14 ,2 25.5 29 ,3 34 .3

7,150 6 ,500 3 ,000 2 ,200 1,350 津名一宮 10 ･1 18 .9 24.3 35 .6 39.4 44 ,4

6 ,10O 5 ,450 1,950 1 ,150 洲 本 11.9 22 .O 30.8 36 .2 47 .5 51.3 56 .3

5 ,250 4 ,600 1,100 西淡三原 9.5 21.4 31.5 40 .3 45 .7 57 .O 60.8 65 .8

4 ,450 3 ,800 淡路島南 8.8 18 .3 30 .2 40 .3 49 .1 54 ,5 65.8 69 .6 74 .6

950 鳴門北 7 ･1 15.9 25 .4 37.3 47 ,4 56 .2 61.6 72 .9 76 .7 81 .7

鳴 門 7.3 14 .4 23.2 32 ,7 44.6 54 .7 63.5 68 .9 80 .2 84 .O 89 .O

(距 離)

九
施
設
)
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
優
待
割
引
券
を
附

加
し
た
、
前
売
割
引
通
行
券
を
平
成
一
〇
年
一
月
五

日
か
ら
同
年
四
月
四
日
ま
で
兵
庫
県
、
徳
島
県
等
の

沿
線
地
域
を
中
心
と
し
た
約
三
七
〇
カ
所
の
窓
ロ
で

道行セ 98.5 メZ



利 用 区 間 軽自動車等 普 通 車 中 型 車 大 型 車 特 大 車

垂水 ~ 淡路 1,
800円 円ハUリムれ 鯛加 鯏幼 円AVワ･‘6

垂 水 ~ 鳴門 4,000
円 鯆即 解剱 鯛蜘 鋼恥神戸西 ~鳴門 4,
200円 円Ûうり5 円nUうり6 鯛鯏 綱崎

販
売
し
ま
し
た
。

0
前
売
割
引
通
行
券

前
売
割
引
通
行
券
は
、
予
想
を
上
回
る
大
き
な
反

響
を
い
た
だ
き
、
本
四
公
団
と
し
て
も
こ
の
よ
う
に

多
く
の
お
客
様
か
ら
ご
購
入
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

お
客
様
の
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
対
す
る
関
心
と
期

待
の
大
き
さ
の
現
れ
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

o
料
金
収
受
の
方
式

本
四
公
団
で
は
、
料
金
支
払
い
に
よ
る
停
車
回
数

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
図
る

た
め
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
と
接
続
す
る
他
の
有
料

道
路
の
料
金
を
一
体
的
に
収
受
し
て
い
ま
す
。
神
戸

淡
路
鳴
門
自
動
車
道
で
は
、
日
本
道
路
公
団
の
高
速

道
路
、
第
二
神
明
道
路
北
線
及
び
阪
神
高
速
道
路
と

料
金
の
一
体
的
収
受
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
料
金
の
支
払
方
法
と
し
て
は
、
神
戸
淡
路

鳴
門
自
動
車
道
及
び
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
で
は
、
ハ

イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
別
納
制

度
の
利
用
も
可
能
で
す
。

な
お
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
に
お
い
て
は
、
平
成
一

一
年
春
の
ル
ー
ト
概
成
･
供
用
時
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ

ー
ド
等
の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

0
今
後
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
制
度
に
つ
い
て

本
四
公
団
で
は
、
利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
く
、
し
か
も
増
収
に
寄
与
す
る
割
引
制
度
の

導
入
等
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
平
成
一
〇
年
四
月
か
ら
は
、
日
本
道
路

公
団
と
共
同
で
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
、
瀬
戸

中
央
自
動
車
道
、
中
国
自
動
車
道
、
山
陽
自
動
車
道
、

四
国
内
の
高
速
道
路
等
を
周
遊
す
る
お
客
様
の
ご
利

用
に
便
利
な
｢瀬
戸
内
･
四
国
周
遊
チ
ケ
ッ
ト
｣を
発

行
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
(図
4
)。

ま
た
、
料
金
所
を
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
で
き
る
シ
ス

テ
ム
と
し
て
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収

受
シ
ス
テ
ム
)
の
研
究
開
発
を
他
の
道
路
関
係
公
団

と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

六

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
管
理

明
石
海
峡
大
橋
、
大
鳴
門
橋
な
ど
の
自
然
条
件
が

厳
し
い
海
峡
部
橋
梁
は
、
代
替
道
路
が
な
く
防
災
上

極
め
て
重
要
度
の
高
い
構
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

常
に
道
路
状
況
を
把
握
し
、
お
客
様
に
対
し
て
迅
速

か
つ
的
確
な
道
路
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
交
通
管
制
と
施
設
監
視
を
一
元
化
し
、
集
中

管
理
を
す
る
の
が
垂
水
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
隣
接
す

る
垂
水
管
理
事
務
所
で
す
。
こ
こ
で
は
、
二
四
時
間

体
制
で
道
路
情
報
や
気
象
情
報
等
を
収
集
し
、
迅
速

な
処
理
と
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
陽
自
動
車
道
、
阪
神
高
速
等
多
く
の
道

路
と
接
続
す
る
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
案
内
標

識
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
管
理
者
と
の
連
携
に
よ
り
、

お
客
様
に
わ
か
り
や
す
い
案
内
標
識
を
設
置
し
、
誤

進
入
等
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
四
つ
の

路
線
が
合
流
す
る
垂
水
J
C
T
･
I
C
に
つ
い
て
は
、

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
出
ロ
料
金
所
に
カ
ラ
ー

舗
装
を
施
し
、
料
金
所
ブ
ー
ス
も
進
行
方
向
別
に
色

分
け
す
る
な
ど
、
お
客
様
の
混
乱
防
止
の
た
め
の
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
路
を
常
に
良
好
な
状
態
に
保
持
し
、

利
用
交
通
の
安
全
性
、
快
適
性
、
確
実
性
を
確
保
す

る
た
め
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、
通
常
の
保
守
点

メ2 道行セ 98.5
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検
に
加
え
、
長
大
ト
ン
ネ
ル
の
舞
子
ト
ン
ネ
ル
内
に

は
安
全
設
備
の
設
置
、
明
石
海
峡
大
橋
、
大
鳴
門
橋

に
つ
い
て
は
、
点
検
作
業
専
用
の
設
備
を
設
置
し
綿

密
な
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
橋
を
良
好
な
状

態
に
保
全
す
る
こ
と
で
海
峡
部
の
交
通
路
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

七

開
通
に
よ
る
経
済
効
果

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
の
全
線
開
通
は
関
連
地

域
に
様
々
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
二
つ
の
海
峡
に
隔
て

ら
れ
て
い
た
四
国
と
京
阪
神
圏
が
陸
上
交
通
に
よ
っ

て
直
結
さ
れ
、
四
国
-
阪
神
間
の
輸
送
時
間
は
大
幅

に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自

動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ
り
神
戸
市
ー
徳
島
市
間
の

所
要
時
間
が
従
前
の
約
一
八
○
分
か
ら
約
一
〇
〇
分

に
短
縮
さ
れ
、
両
地
域
に
お
い
て
は
表
4
で
示
す
と

お
り
市
場
圏
、
生
活
圏
の
相
互
拡
大
が
も
た
ら
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
他
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
リ
ン
ク
し
た

広
域
的
な
経
済
圏
の
形
成
が
可
能
と
な
り
、
経
済
活

動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
近
畿
と
四
国
を
直
結
す
る
広
域
経

済
圏
の
形
成
に
貢
献
、
四
国
に
お
け
る
産
業
構
造
の

高
度
化
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
の
効
果
が
考

え
ら
れ
、生
活
面
で
も
明
石
海
峡
大
橋
に
よ
り
通
勤
･

通
学
圏
の
拡
大
、
緊
急
時
の
救
急
活
動
の
高
度
化
･

迅
速
化
が
実
現
、
給
水
管
を
添
架
す
る
こ
と
に
よ
り

本
州
よ
り
淡
路
島
に
給
水
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

観
光
面
と
し
て
は
、
橋
長
三
、
九
三

m
、
中
央

支
間
長
一
、
九
九
一
m
の
長
さ
を
誇
る
明
石
海
峡
大

橋
は
世
界
最
長
の
つ
り
橋
で
、
明
石
海
峡
と
調
和
し

た
美
し
い
大
橋
は
、
ま
さ
に
世
界
的
な
観
光
資
源
に

な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
技
術
面
で
も
世
界
に
例
を
見
な
い
長
大
つ

り
橋
、
明
石
海
峡
大
橋
の
建
設
で
は
、
大
鳴
門
橋
、

瀬
戸
大
橋
架
橋
の
経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、
工
法
の
改

良
や
新
技
術
の
開
発
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
新
技
術
･
新
工
法
は
、
本
四
公
団
が
国

際
協
力
事
業
団
等
を
介
し
海
外
で
の
技
術
協
力
に
よ

り
、
広
く
世
界
の
橋
梁
技
術
の
発
展
に
大
き
な
貢
献

を
な
す
と
同
時
に
、
国
内
に
お
い
て
も
産
業
各
分
野

に
わ
た
る
広
範
な
技
術
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

八

そ
の
他

明
石
海
峡
大
橋
の
周
辺
に
は
、
工
事
概
要
や
大
型

風
洞
模
型
な
ど
を
展
示
し
た
｢橋
の
科
学
館
｣、
神
戸

側
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
か
ら
明
石
海
峡
大
橋
橋
桁
内
部
か

ら
眺
望
を
楽
し
め
る
施
設

｢舞
子
海
上
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
｣、又
淡
路
側
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
に
は
明
石
海
峡
大
橋

に
関
す
る
展
示
物
を
設
置
し
た
施
設

｢松
帆
ア
ン
カ

レ
イ
ジ
パ
ー
ク
｣
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
の
自
然
環
境
、
歴
史
的
景
観
、
航
行

安
全
対
策
等
に
配
慮
、
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な

が
ら
品
位
と
風
格
を
備
え
た
橋
梁
照
明
を
毎
日
実
施

し
て
い
ま
す
。

･
主
塔
、
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
は
投
降
照
明
に
よ
り
、

全
体
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

!“ 道イテセ 98.5

表 4 明石海峡大橋開通前後の各エリアから三時間圏の変化

到達エリア面積 エリア内人口 エリア内工業部品出荷額 エリア内商店販売額

徳
島
か
ら
鱗
馴
･

戸
蕾

臥
↓
露
ぞ
寮
軒
幇

神
戸
か
ら
翔
鯛

･

掬
↓
葡
皓

攣
羸鰡

胡

椚
倍

胡

謂
倍



　
　
　
　　
　
　　

　

＼"

"
･き
＼
-"

　　　　
　

　　　　
　
　　
　

　
　

　
　

　

ゼ
ミ
･い
き
こ

ぐ
、訃･

　
　

　　
　　
　　

薹

憾瀰覇

①
②
③

④
⑧

注　

　

　

　

　

　

3尾道･今治ルートのIC名は向島、因島ネヒ、因島南、大三島、大島北及び伯方島以外仮称
④尾瀘･今治ルートの新尾道大橋、多々羅大橋及び
⑧この佃に西桂地区8潮田1がある。

ず

稍

芻

図橋

　
　

　連

　

　

　5 本州四国連絡橋図

　
　臺

･
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
は

一
本
当
た
り
二
列
の
R

G
B
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
彩
色
照
明

を
行
い
、
ケ
ー
ブ
ル
の
曲
線
美
を
表
し
、
ま

た
、
季
節
、
時
間
的
変
化
等
を
色
彩
の
変
化

で
表
現
し
て
い
ま
す
。
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九

お
わ
り
に

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
は
、
昭
和
六
三
年
四
月

一
〇
日
に
開
通
し
た
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
に
続
き
、

本
州
と
四
国
を
結
ぶ
二
本
目
の
動
脈
と
し
て
、
ま
た
、

本
州
･
淡
路
島
･
四
国
を
一
つ
に
結
ぶ
道
路
と
し
て

完
成
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
平
成
一
一
年
春
闘

通
に
向
け
て
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
西
瀬
戸
自
動
車

道
を
加
え
た
、
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
三
本
の
ル
ー
ト

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
連
携
し
地
域
の
生
活
･
文
化

の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
生
活
道
路
と
し

て
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
利
用
の
促
進
に
努
力
す

る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
皆
様
が
、
安
全
で
快
適
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
万
全
な
管
理
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

西瀬戸自動車道

瀬戸中央自動車道
本四備讃線



伊
勢
湾
岸
道
路
開
通
に
つ
い
て道

路
局
有
料
道
路
課

一
は
じ
め
に

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道

(愛
知
県
豊
田
市
ー
三
重
県

四
日
市
市
、
全
長
約
六
〇
虹
)
の
う
ち
、
名
古
屋
南

I
C
か
ら
飛
島
I
C
の
区
間
、
約
一
一
如
が
平
成
一

〇
年
三
月
三
〇
日
に
供
用
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
名
古
屋
南
I
C
か
ら
東
海
I
C
ま
で
の

五
･
一
如
は
高
速
道
路
区
間

(六
車
線
、
設
計
速
度

時
速
一
〇
〇
畑
)、東
海
I
C
か
ら
名
港
中
央
I
C
ま

で
の
四
･
一
如
は
一
般
有
料
道
路
区
間

(四
車
線
、

同
六
○
如
)
と
し
て
新
た
に
開
通
し
、
既
に
開
通
し

て
い
る
名
港
中
央
I
C
か
ら
飛
島
I
C
間
の
二
畑
も

拡
幅
し
て
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
建
設
省

が
受
け
持
つ
同
市
緑
区
か
ら
東
海
市
ま
で
の
湾
岸
自

動
車
道
高
架
部
分
の
一
般
国
道
三
〇
二
号
線
の
四
･

三
如
も
開
通
し
た
。

以
下
で
は
、
供
用
開
始
後
一
カ
月
以
上
が
経
過
し

た
東
海
I
C
か
ら
飛
島
I
C
ま
で
の
区
間
の
、
所
謂

｢伊
勢
湾
岸
道
路
｣
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
、
供
用

開
始
に
至
る
ま
で
の
事
業
変
更
経
緯
及
び
料
金
体
系

等
に
つ
い
て
記
す
。

圏
な
お
、
｢伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
｣
は
、
現
在
未
成

の
第
二
名
神
の
四
日
市
北
J
C
T
(仮
称
)
-
飛

島
I
C
間
、
今
回
供
用
が
開
始
さ
れ
た
飛
島
I

C
I
東
海
I
C
間
の
一
般
有
料
道
路

｢伊
勢
湾

岸
道
路
｣、東
海
I
C
-
名
古
屋
南
I
C
間
の
第

二
束
名
及
び
現
在
未
成
の
第
二
束
名
名
古
屋
南

I
C
-
豊
田
東
J
C
T

(仮
称
)
間
を
結
ぶ
全

長
約
六
○
虹
の
道
路
の
こ
と
で
あ
り
、
｢伊
勢
湾

岸
道
路
｣
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

二

伊
勢
湾
岸
道
路
に
期
待
さ
れ
る
役
割

伊
勢
湾
岸
道
路
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、
大
き
く

以
下
の
三
つ
が
あ
る
。

の

伊
勢
湾
岸
周
辺
地
域
の
新
し
い
動
脈
と
な
る

伊
勢
湾
岸
道
路
は
、
そ
の
起
終
点
に
お
い
て
第

二
束
名
及
び
第
二
名
神
と
接
続
し
、
東
名
高
速
道

路
、
名
神
高
速
道
路
及
び
東
名
阪
自
動
車
道
と
相

互
に
補
完
し
あ
い
、
一
体
と
な
っ
て
名
古
屋
地
区

に
お
け
る
適
正
な
交
通
配
分
を
達
成
す
る
役
割
を

果
た
す
。

②

名
古
屋
圏
の
交
通
混
雑
の
緩
和
に
貢
献

磁

伊
勢
湾
岸
道
路
は
、
一
般
国
道
一
号
、
一
三
ニ
号

道

の
バ
イ
パ
ス
の
役
割
を
果
た
し
、
桑
名
･
四
日
市

6

方
面
と
豊
田
･
豊
橋
方
面
を
結
ぶ
交
通
の
円
滑
化
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古
屋
西
港
線



に
資
す
る
機
能
を
持
つ
。
同
時
に
、
名
古
屋
市
内

を
通
過
す
る
交
通
も
分
散
さ
れ
、
市
内
の
交
通
混

雑
の
緩
和
に
も
資
す
る
。

③

国
際
貿
易
港
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
ク
セ
ス
が
実
現

名
古
屋
港
は
全
国
有
数
の
国
際
貿
易
港
で
あ
り
、

名
古
屋
港
臨
海
部
は
重
化
学
工
業
地
帯
と
し
て
発

展
し
て
い
る
が
、
今
回
の
伊
勢
湾
岸
道
路
の
開
通

に
よ
り
、
名
古
屋
周
辺
地
域
と
当
該
名
古
屋
港
と

の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
ま
た
、
輸
送

能
力
の
強
化
に
よ
り
周
辺
地
域
の
産
業
振
興
に
貢

献
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
名
古
屋
市
境
周
辺
を
つ
な
ぐ

｢環
状
二

号
線
｣
や
愛
知
県
豊
田
市
、
岐
阜
県
関
市
、
岐
阜

市
、
三
重
県
四
日
市
市
な
ど
を
結
ぶ

｢東
海
環
状

新しい国土軸を形成します

　
　
　
　

　　

、
、

0
蜆

　
　
　

伊勢湾周辺地域の都市を相互に連絡します
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四

0

伊勢湾岸道路の開通で中京圏は大きく変わるる

自
動
車
道
｣
の
整
備
が
進
め
ば
、
伊
勢
湾
岸
道
路

核都市相互を連絡します

は
こ
れ
ら
の
道
路
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
と
と
な

り
、
名
古
屋
港
と
周
辺
地
域
と
の
ア
ク
セ
ス
の
更

な
る
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
と
な
る
。

都市内幹線道路網を強化します

0
聞

宮

　

　　

三

建
設
の
経
緯

侮尋　　
　　
　

　

伊
勢
湾
岸
道
路
の
整
備
は
、
昭
和
五
四
年
一
二
月
、

現
在
の
当
該
道
路
の
西
端
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ

窕

た
一
般
有
料
道
路

｢名
港
西
大
橋
｣
の
事
業
許
可
に

セ行

始
ま
る
。
｢名
港
西
大
橋
｣
は
昭
和
六
〇
年
三
月
に
二

道

車
線
で
供
用
開
始
し
た
有
料
道
路
で
あ
る
。

β

昭
和
六
二
年
一
一
月
、
名
港
西
大
橋
を
含
め
ほ
ぼ



現
在
の
全
供
用
区
間
が
、
一
般
有
料
道
路

｢名
港
西

大
橋
｣
の
事
業
変
更
と
い
う
形
で
、
一
般
有
料
道
路

｢伊
勢
湾
岸
道
路
｣
と
し
て
事
業
許
可
さ
れ
、
平
成

元
年
一
二
月
に
工
事
着
手
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
五
年
七
月
の
名
港
西
大
橋
n
期
線

(拡
幅
)
の
追
加
な
ど
、
数
回
の
事
業
変
更
許
可
を

経
て
、
平
成
一
〇
年
三
月
三
〇
日
供
用
開
始
さ
れ
る

に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。

四

民
間
資
金
の
導
入
に
つ
い
て

民
間
資
金
を
導
入
し
た
道
路
整
備
と
し
て
有
名
な

も
の
は
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、
本
州
四
国
連
絡

道
路
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
伊
勢
湾
岸
道
路
も
こ
れ

ら
の
道
路
と
並
び
民
間
資
金
を
導
入
し
た
道
路
整
備

の
代
表
例
と
し
て
、
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

伊
勢
湾
岸
道
路
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
民
間
資
金

の
導
入
手
法
と
し
て
は

｢低
利
縁
故
債
｣
が
あ
る
。

｢低
利
縁
故
債
｣
と
は
、
伊
勢
湾
岸
道
路
整
備
の
総

事
業
費
の
一
部
に
つ
い
て
J
H
が
低
利
の
民
間
資
金

を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
発
行
し
た
債
券
で
あ
る
。

当
該
｢低
利
縁
故
債
｣
は
、
地
元
地
方
公
共
団
体
(愛

知
県
及
び
名
古
屋
市
)
が
斡
旋
し
、
地
元
経
済
界
が

引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
｢低
利
縁
故
債
｣
は
、
一
〇
年
満
期
で
、
日

本
道
路
公
団
が
発
行
す
る
通
常
の
金
融
機
関
向
け
縁

故
債
に
比
し
て
、
表
面
利
率
で
○
･
一
%
、
発
行
価

格
で
五
〇
銭
低
く
条
件
設
定
さ
れ
、
J
H
に
と
っ
て

は
よ
り
低
利
な
調
達
コ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
金
利
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
債
券
の

発
行
残
高
に
つ
い
て
、
そ
の
平
均
発
行
者
コ
ス
ト
が

一
定
値
以
上
と
な
る
よ
う
、
コ
ス
ト
負
担
に
上
限
が

設
け
ら
れ
て
い
る
点
に
も
特
徴
が
あ
る
。

五

料
金
に
つ
い
て

現
行
の
伊
勢
湾
岸
道
路
の
料
金
体
系
は
、
最
終
的

に
は
平
成
一
〇
年
三
月
二
六
日
の
料
金
に
係
る
事
業

変
更
許
可
を
受
け
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

従
前
よ
り
有
料
道
路

｢名
港
西
大
橋
｣
が
供
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
四
車
種
区
分

の
下
、
普
通
車
で
四
一
〇
円
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
平
成
一
〇
年
三
月
三
〇
日
の

｢伊
勢
湾

岸
道
路
｣
前
線
開
通
に
伴
い
、
車
種
区
分
も
五
車
種

と
な
り
、
｢名
港
西
大
橋
｣
の
区
間
に
該
当
す
る
飛
島

I
C
ー
名
港
中
央
I
C
間
の
料
金
も
普
通
車
で
三
〇

〇
円

(中
型
車
三
五
〇
円
)
と
値
下
げ
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
当
該
値
下
げ
も
含
め
た

｢伊
勢
湾
岸
道

路
｣
全
線
の
料
金
体
系
の
概
要
に
つ
い
て
扱
う
こ
と

と
す
る
。

○

料
金
体
系
の
概
要

･
車
種
別
の
全
区
間
に
つ
い
て
の
料
金
(五
車
種
区
分
)

･
区
間
別
料
金

(普
通
車
を
基
準
)

連絡路0,4km 金

特

大

車

大

型

車

中

型

車

普

通

車

軽
自
動
車
等

二
、
三
五
〇
円

一
、
四
〇
〇
円

一
、
0
0
0
円

八
五
〇
円

七
〇
〇
円

連絡路0.7km

飛島IC (2 .okm) 名港中央IC (2 ,4km) 名港潮見IC (1 .7km) 東海IC

¥ 350 ¥ 250¥ 300

OOO

¥ 850 (7.2km)

O

道イテセ 98.5 29



軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

割 引 額 100円 150円 150円 250円 350円

(伊勢湾岸道路
、
第 2 束名 (東海 ~名古屋南間) を利用する場合)

一体利用料金 円850 円nUnUL 円nU1上L 円nUにJ1 円nUにJa

(伊勢湾岸道路分) 円の“ 円50侶 円00P=
い

円"違Q

⑳(第 2 東名(東海 ~名古屋南)分) 円50@ 綱 円50G 円50G 円006

軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車

②

割
引
制
度
の
概
要

①

一
体
利
用
割
引

(平
成
一
〇
年
三
月
三
〇
日
よ
り
五
年
間
)

伊
勢
湾
岸
道
路
全
線
と
、
第
二
束
名

(高
速

自
動
車
国
道
)
と
の
一
体
利
用
を
行
う
場
合
、

以
下
の
金
額
の
割
引
を
講
じ
て
い
る
。
｢開
通
よ

り
五
年
間
｣
と
は
、
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
を
構

成
す
る
第
二
束
名
と
東
名
高
速
道
路
と
の
接
続

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
想
定
し
て
い
る
。

②

回
数
券
割
引

(平
成
一
○
年
五
月
一
日
か
ら
発
売
)

･
対
象
区
間
…
名
古
屋
南
･
大
府
-
飛
島

･
対
象
車
種
…
全
車
種

･
券

種
"
六
〇
回
券

･
割

引

率
…
高
速
の
割
引
と
あ
わ
せ
、
約
二

四
%

六

伊
勢
湾
岸
道
路
に
係
わ
る
･ト
ピ
ッ
ク
ス

名
港
ト
リ
ト
ン

名
港
西
大
橋
、
名
港
中
央
大
橋
及
び
名
港
東
大
橋

は
、
世
界
的
規
模
を
誇
る
斜
張
橋
で
あ
り
、
こ
れ
ら

三
橋
を
ま
と
め
て

｢名
港
ト
リ
ト
ン
｣
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
二
万
通
を
超
す
一
般
公
募
か
ら
選
ば
れ
た
愛

称
で
あ
る
こ
の

｢ト
リ
ト
ン
｣
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
ポ
セ
イ
ド
ン
と
ア
ン
ビ
ト
リ
テ
の
息
子
で
、
三

つ
ま
た
の
矛
を
か
ざ
し
て
波
を
沈
め
た
イ
ル
カ
の
尾

を
持
つ
半
人
半
魚
の
王
子
の
名
か
ら
と
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
三
橋
の
色
に
つ
い
て
も
、
一
足
早
く
開
通

し
て
い
た
名
港
西
大
橋
は
、
親
し
ま
れ
た
赤
、
名
港

中
央
大
橋
は
伸
び
や
か
さ
を
表
現
す
る
白
、
名
港
東

大
橋
は
さ
わ
や
か
な
空
と
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
青
と

さ
れ
た
。
開
通
後
は
、
三
大
橋
と
も
四
季
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
春
は
新
緑
、
夏
は
空

と
海
、
秋
は
紅
葉
、
そ
し
て
冬
は
暖
炉
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
グ
リ
ー
ン
、
ブ
ル
ー
、
グ
リ
ー
ン
イ
エ
ロ
ー
、

レ
ッ
ド
が
名
古
屋
港
の
夜
を
彩
っ
て
い
る
。

な
お
、
名
港
ト
リ
ト
ン
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
維

持
管
理
費
も
含
め
名
古
屋
港
管
理
組
合
が
費
用
を
負

担
し
実
施
さ
れ
て
い
る
o

季節に合わせたライトアップが人々を魅了する



○
新
技
術

｢採
光
遮
音
壁
｣
の
採
用

名
古
屋
南
I
C
-
東
海
I
C
間
は
、
道
路
に
よ
っ

て
周
辺
建
物
へ
の
日
当
た
り
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う

光
を
透
過
さ
せ
る
効
果
の
あ
る

｢採
光
遮
音
壁
｣
が

用
い
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
遮
音
効
果
を
高
め
、
同

時
に
周
辺
の
生
活
環
境
に
配
慮
す
る
と
い
う
目
的
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
は
タ
イ
ヤ
音
と

路
面
水
を
吸
収
す
る
舗
装
を
ほ
ど
こ
し
、
騒
音
の
軽

減
と
快
適
な
走
行
を
両
立
さ
せ
た
。

を釀
議
きき
も
農
〆
、

　

　
　　
　
　

　

　

　

　

　

　
ギ
メ
ノ
ね}
礬

○
一
般
国
道
三
〇
二
号
線

一
般
国
道
三
〇
二
号
線
は
、
住
宅
地
内
を
通
過
す

る
こ
と
か
ら
、
高
速
道
路
と
一
体
と
な
っ
た
遮
音
壁

の
設
置
、
本
線
に
お
け
る
低
騒
音
舗
装
の
採
用
、
環

境
施
設
帯
の
整
備
、
歩
道
に
お
け
る
透
水
性
舗
装
の

採
用
等
、
沿
道
の
良
好
な
生
活
環
境
と
の
調
和
に
も

配
慮
し
て
い
る
o

ま
た
、
横
断
歩
道
橋
は
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
こ

と
を
目
的
に
、
名
称
及
び
舗
装
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
、
地
元
大
府
市
及
び
東
海
市
の
小
中
学
生
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
採
用
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
共
同
構
の
設
置
に
よ
り
、
ガ
ス
、
電
話
、

電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
安
定
的
な
供
給
を
確

保
し
て
い
る
o

　
　

　

＼

蛇
　　
　
ミ

ルヌ

　
　
　
　

　　
　　
　

、ゞ
＼ゞ
卸

泉

　

　
　

き
、
国
霧

　

　

さミ

ー

二
麓
　
　
　
　
　
　
　

環境を重視 ｢採光遮音壁｣ を採用



高
速
自
動
車
国
道
の
脆
衞
命
令
に
つ
い
て

近
藤

清
久

の
交
通
混
雑
の
解
消
な
ど
、
信
頼
性
の
高
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
区
間

第
二
東
海
自
動
車
道

海
老
名
-
伊
勢
原
北
間

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線

大
飯
ー
小
浜
間

③

国
土
の
環
境
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

中
条
-
荒
川
間

関
越
自
動
車
道
上
越
線

佐
久
-
佐
久
南
間

④

地
域
の
発
展
の
核
と
な
る
地
方
拠
点
都
市
や
地
方

中
心
都
市
の
連
絡
す
る
区
間

常
磐
自
動
車
道

富
岡
-
相
馬
、
山
元
-
亘
理

　
四
国
横
断
自
動
車
道

三
間
-
宇
和
間

で
あ
り
、
早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
新
規
施

行
命
令
区
間
の
整
備
に
よ
り
、
こ
れ
に
並
行
す
る
一
般
道

路
の
渋
滞
解
消
、
災
害
時
や
規
制
区
間
の
代
替
が
図
ら
れ

一

は
じ
め
に

平
成
八
年
一
二
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
回
国

土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会

(国
幹
審
)
の
議
を

経
て
、
三
八
区
間
九
九
八
蝋
の
新
規
区
間
や
追
加
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
以
後
、
日
本
道

路
公
団
に
お
い
て
施
行
に
必
要
な
調
査
が
鋭
意
進
め
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
昨
年
三

月
一
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
緊
急

経
済
対
策
の
具
体
化
と
し
て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
早
期

施
行
命
令
を
年
度
内
に
も
約
五
〇
〇
虹
程
度
出
す
こ
と
と

し
、
事
業
の
前
倒
し
を
図
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
昨
年
三
一月
二
五
日
に
施
行
命
令
を
出

し
た
三
三
三
如
の
区
間
に
引
き
続
き
、
今
回
、
一
〇
区
間

一
四
九
如

(表
ー
参
照
)
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
･
調
整

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
平
成
一
〇
年
四
月
八
日
付
け
で
建
設

大
臣
か
ら
日
本
道
路
公
団
総
裁
に
対
し
施
行
命
令
を
出
し
、

事
業
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

=

施
行
命
令
区
間
の
機
能
･
役
割

今
回
の
施
行
命
令
区
間
の
主
な
機
能
･
役
割
と
し
て
は
、

①

空
港
、
港
湾
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
等
高
速
自
動

車
国
道
と
密
接
に
関
連
す
る
物
流
拠
点
等
を
連
結
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
物
流
の
効
率
化
に
よ

る
経
済
構
造
改
革
を
支
援
す
る
区
間

北
関
東
自
動
車
道

太
田
-
足
利
間
、
真
岡

-
岩
瀬
間

(常
陸
那
珂
港
)

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

甲
山
-
吉

舎
間

(本
州
四
国
連
絡
道
路
)

②

災
害
時
に
お
け
る
代
替
･
迂
回
機
能
や
大
都
市
部



昨
年
末
に
実
施
し
た
三
三
三
如
の
施
行
命
令
に
引
き
続

き
、
今
回
の
一
四
九
畑
の
施
行
命
令

(計
四
八
二
鬮
)
に

よ
る
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り

約
三
兆
七
千
億
円
の
追
加
投
資
が
図
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
う

需
要
創
出
効
果
は
建
設
期
間
中
の
合
計
で
約
六
兆
一
千
億

よ き
、

の るる
こ
と
と
な
り
、
沿
線
地
域
に
お
い
て

= 確一 保
も　 　

　 　
効 ぞ
果 き

表 1 今回施行命令区間

る

る 四 命 質
こ こ 八 令 の
れ と 二 に 高
に に km 引 い
伴 よ ) き 生
う り に 続 活

路 線 名 区 間
延 長

(km)

事業費
(億円)

備 考

日本海沿岸

東北自動車道
中条 ~ 荒川 9 550 暫定2車線

関越自動車道上越線 佐久~ 佐久南 ( 8) 650 ICの延伸

常磐自動車道 富岡~ 相馬 46 2,140 暫定2車線

" “ 山元~ 百理 11 570 暫定2車線

北関東自動車道 太田~ 足利 10 740 完成 4車線

" 真岡~ 岩瀬 15 800 完成 4車線

第二東海自動車道
海老名~
いせはらさた
伊勢原北

8 4,450

海老名 ~ 伊勢原

暫定4車線
伊勢原~伊勢原北
暫定 2車線

近畿自動車道敦賀線 大飯~ 小浜 11 740 暫定2車線

中国横断自動車道
尾道松江線

甲山~ 吉舎 20 830 暫定2車線

四国横断自動車道 三間~ 宇和 11 460 暫定2車線

8路線 10区間
149

( 8)
11,930

円
、
既
事
業
中
区
間
も
含
め
る
と
約
二
五
兆
五
千
億
円
と

推
計
さ
れ
る
。
(表
2
参
照
)

ま
た
、
現
在
事
業
中
の
区
間
七
、
九
四
四
虹
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
完
成
時
の
走
行
時
間
の
短
縮
、
燃
料
費
等
の
走
行

経
費
の
節
約
、
交
通
事
故
の
減
少
等
の
利
用
者
便
益
は
、

年
間
約
八
兆
九
千
億
円
に
な
る
と
推
計
。
こ
れ
に
加
え
、

四
八
二
蝿
の
施
行
命
令
区
間
完
成
時
の
利
用
者
便
益
は
、

約
五
千
億
円
増
加
し
、
年
間
約
九
兆
四
千
億
円
に
な
る
も

の
と
推
計
さ
れ
る
。
(表
3
参
照
)表 2 需要創出効果 (単位 :兆円)

平成10年度以降

建設投資予定額
需要創出効果

既事業中区間 10 .6 19 ,4

482km施行命令区間 3.7 6 .1

計 14 ,3 25 .5

新
規
施
行
命
令
区
間
一
四
九
如
に
つ
い
て
直
接
効
果

(走
行
時
間
短
縮
･
走
行
経
費
節
約
･
交
通
事
故
減
少
)

と
費
用

(建
設
費
･
管
理
費
･
金
利
)
を
算
出
し
た
結
果

直
接
効
果
/
費
用
は
二
･
五
と
な
る
。

今
回
の
施
行
命
令
区
間
一
四
九
蝿
を
現
在
の
高
速
プ
ー

ル
対
象
に
追
加
し
た
場
合
の
償
還
見
通
し
は
以
下
の
通
り

で
あ
り
、
現
行
料
金
水
準
の
も
と
で
採
算
性
を
確
保
で
き

る
見
通
し
。
(表
4
参
照
)

る で ル 直 と (

　　　　　　　　 　
%現邁進歩建纜獲鰹
象料肥得用嚢踞衾轟

表 3 利用者便益 (単位 :兆円/年)

走行時間短縮 走行経費節約等 計

H 9年度末時点
(6 ,395kの

6.6 0.8 7.4

既事業中区間完成時
(7,944km)

7.9 1･0 8 .9

482km区間完成時

(8 ,426km)
8 .4 1,0 9 ,4

* 高速道路が社会経済活動に及ぼす生産力拡大効果は、 1)走
行時間の短縮、 2)走行経費の節約、 3)交通事故の減少、 4)
定時性の確保、 5)運転者の疲労軽減と走行快適性の向上、
6)大量輸送、 7)荷傷みの減少と梱包費の節約など多岐にわ

たるが、 ここでは計測可能な1)から3)のみを対象とした。



た
、
今
般
施
行
命
令
が
出
さ
れ
た
区
間
に
つ
い
て
は
、
四

月
末
付
け
で
建
設
大
臣
に
よ
る
工
事
実
施
計
画
の
認
可
が

(注 1 )国費必要額の現在価値は毎年の国費を将来金利で割り戻

したもの。
(注 2 )追加後の欄の全体事業費には、 149kn1区間の事業費の他、
新規着手路線の整備に伴い、 事業中区間の休憩施設を整

備するため必要となる事業費 (約100億円) を含む。
(注 3 )端数処理の関係上、 各々の事業費の和が合わないことが

鴦
こ

i

月
末
付
け
で
建
設
大
臣
に
よ
る
工
事
実
施
計
画
の
認
可
が

冷
熱

準

な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
･
今
後
･
現
地
測
量
･
設
計
協

　
　

　

‐

ゞ

開

議
、
用
地
買
収
、
工
事
の
実
施
等
の
手
続
を
進
め
て
行
く

億

肋

期

m

の

設

こ
と
と
な
る
。

約
費

建

-
(

業

の

今
後
と
も
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

、
費
事

魚

道

　

　

　
　

　

　

　

①現行料金水準 (普通車24.6円/km)

②将来調達金利は 5 % に設定

③物価上昇は考慮せず。
④国費は資金コスト 3 % 路線12道 (建設期間中平準化)

今
後
と
も
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
参
り
た

い
。

(道
路
局
高
速
国
道
課
課
長
補
佐
)

見通し

追 加 前 追 加 後

全体事業費
( H 1o年度以降投資予定額)

35兆7
,
500億円

(13兆 600億円)

36兆9
,
600億円

(14兆2
,
700億円)

H 10年度以降
国費必要額

名 目 値 6兆7
,
400億円 7兆1

,
000億円

現在価 醐鯛Z跳 円億004認"

償還期間 日
"ケ

ワ!婢リリ 目
“ケ
QJ鮮

償還完了年月 H
“
露砕月位成平 日

“
qy碎メれれ性成平

換算起算日 HH“
に･U年ワ!成平 H

"
12年緘

五

経
費
節
減

三
一
0
億
円

(▲
二
･
三
%
)

⑤
道
路
構
造
の
見
直
し
等
に
よ
る
節
減

今
回
の
施
行
命
令
区
間
の
建
設
費
節
減
に
つ
い
て
は
、

六
一
五
億
円

(急
四
･
七
%
)

①
新
技
術
の
開
発
等
に
よ
る
節
減

で
、
合
計
一
、
一
三
五
億
円
(事
業
費
比
率
マ
イ
ナ
ス
九
･

二
〇
億
円

(急
○
･
二
%
)

二
%
)
を
見
込
ん
で
い
る
。

②
暫
定
施
工
の
適
用
拡
大
に
よ
る
節
滅

六

お
わ
り
に

一
一
〇
億
円

(▲
○
･
八
%
)

③
新
た
な
技
術
基
準
の
採
用
に
よ
る
節
減

新
規
整
備
計
画
区
間
の
う
ち
施
行
命
令
が
出
さ
れ
て
い

一
六
〇
億
円

(急
一
･
二
%
)

な
い
区
間
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
所
要
の
調
査
が
完
了
し
、

④
よ
り
効
率
的
な
工
事
実
施
方
法
の
採
用
に
よ
る
節

地
元
の
協
力
体
制
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
施
行
命
令

減

を
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
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川
酷
と
墹
者

. 日

　　 　
態 報
黄

　
　　 　

　
　 　 　 　

　
　　
　　　



平
成
八
年
度

道
路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

一

は
じ
め
に

毎
年
度
、
年
度
当
初
に
全
国
の
各
道
路
管
理
者

(地
方

建
設
局
、
公
団
、
公
社
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
市
、
市

町
村
等
)
に
調
査
依
頼
し
、
当
係
に
お
い
て
と
り
ま
と
め

を
行
っ
て
い
る
道
路
の
設
置
管
理
瑕
疵
事
案
等
に
関
す
る

実
態
調
査
の
集
計
作
業
が
本
年
一
月
に
平
成
八
年
度
分
に

つ
い
て
の
集
計
を
終
了
し
た
の
で
、
本
稿
で
そ
の
調
査
結

果
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

こ
の
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
道
路
法
上
の
道
路
の

み
で
あ
り

(
一
部
そ
の
他
の
道
路
も
対
象
と
す
る
調
査
項

目
あ
り
)
調
査
項
目
は
、
八
年
度
に
賠
償
し
た
件
数
･
金

額
･
係
争
中
の
訴
訟
の
状
況
、
七
年
度
に
受
け
た
判
決
、

道
路
賠
償
責
任
保
険
等
で
あ
る
。

-
-
道
路
管
理
瑕
疵
事
故
統
計

道
路
の
管
理
瑕
疵
に
よ
り
、
賠
償
し
た
事
案
の
件
数
及

び
金
額
に
つ
い
て
、
四
年
度
-
八
年
度
の
五
ヵ
年
を
訴
訟

と
示
談
に
分
け
て
集
計
し
た
も
の
が
表
1
ー
ー
ー
表
1
-

m
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
表
1
1
2
-
表
1
1
10
ま

で
は
、
事
故
態
様
分
類
表
の
態
様
別
の
集
計
と
な
っ
て
い

る
%な

お
、
訴
訟
と
は
判
決
の
外
、
裁
判
上
の
和
解
、
調
停

に
よ
る
解
決
を
含
み
、
示
談
と
は
、
そ
の
他
の
場
合
を
い

ニノ
o表

1
-
1
の
総
括
表
は
、
直
轄
、
公
団
、
公
社
、
地
方

公
共
団
体

(都
道
府
県
、
指
定
市
、
市
、
町
村
)
の
分
類

に
よ
る
統
計
で
あ
る
が
、
八
年
度
は
訴
訟
に
よ
る
も
の
が

一
九
件
で
一
六
二
、
0
六
九
千
円
、
示
談
に
よ
る
も
の
が
、

二
、
二
八
九
件
で
九
〇
九
、
0
一
八
千
円
、
合
計
で
二
、

三
〇
七
件
、
一
、
0
七
一
、
0
八
七
千
円
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
比
で
、
件
数
で
四
%
、
金
額
で
二
三
･
五
%
そ
れ

ぞ
れ
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
①
直
轄
に
お
け
る
示
談
件
数
が
前
年
度
よ
り

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
(賠
償
金
額
は
減
っ
て
い
る

が
、
前
年
度
は
国
道
四
三
号
訴
訟
が
確
定
し
た
こ
と
で
そ

の
支
払
い
に
よ
り
賠
償
金
額
が
増
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
特
殊
要
因
と
い
え
る
。)②
都
道
府
県
に
お
け
る

示
談
件
数
も
前
年
度
よ
り
約
一
〇
〇
件
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
要
因
と
な
っ
て
、
そ
れ
に
伴
う
賠
償
金
額
が
増
加
し

鰡

た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

砕

次
に
、
事
故
態
様
別
の
状
況
を
表
1
-
2
及
び
図
ー
か

憤

ら
み
る
こ
と
と
す
る
。

召

賠
償
件
数
で
は
、
穴
ぼ
こ
、
蓋
不
全
、
落
石
の
順
で
上



位
を
構
成
し
て
お
り
、
こ
の
三
項
目
で
全
体
の
七
0
%
以

上
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
傾
向
は
過
去
何
年
も
変

わ
ら
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
賠
償
金
額
で
は
、
安
全
施
設
不
備
、
落
石
、
落

下
物
直
撃
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
三
項
目
で
全
体
の

六
0
%
程
度
を
占
め
て
い
る
o

安
全
施
設
不
備
に
つ
い
て
は
、
賠
償
件
数
は
中
位
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
件
当
た
り
の
賠
償
額
が
大
き
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
、
実
際
に
賠
償
額
が
二
〇
〇
万

円
以
上
の
件
数
が
九
件
と
な
っ
て
い
る
。
落
石
、
落
下
物

直
撃
に
つ
い
て
は
高
額
事
例
も
見
ら
れ
る
が
、
件
数
自
体

も
多
く
、
こ
れ
に
比
例
し
た
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
事
故
態
様
別
の
も
の
を
道
路
管
理
者
別
に
集

計
し
た
も
の
が
表
1
ー
3
ー
表
1
ー
ゆ
で
あ
り
、
各
団
体

別
の
特
徴
を
み
る
と
、
直
轄
と
町
村
は
、
賠
償
金
額
の
上

位
を
占
め
る
項
目
と
賠
償
件
数
は
比
例
し
て
い
る
こ
と
、

公
団
は
、
そ
の
他
の
件
数
が
半
数
以
上
を
占
め
事
故
態
様

が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
市
、

市
に
つ
い
て
は
、
安
全
施
設
不
備
が
賠
償
金
額
で
一
位
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
金
額
の
大
き
な
示
談
ま
た
は

判
決
等
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど

が
う
か
が
え
る
。

-こ

賠
償
額
二
〇
〇
万
円
以
上
の
事
案

二
〇
〇
万
円
以
上
の
高
額
な
賠
償
金
の
支
払
い
を
し
た

事
案
の
一
覧
が
表
2
で
あ
る
。
例
年
ま
で
は
、
五
〇
〇
万

表 1 道路管理瑕疵事故統計
事故態様分類表 (本調査における事故態様の分類は下記のとおりである)

分類 事故態様 内 容 類分 事故態様 内 容
1▲ 穴ぼこ

没陥の路道

故

群

事

衞

す

遊
国

こ

起

ほ

に

穴
氏
扮
欲
繊
路

:

適

例

7･ 路上障害物 過

劉

瀬

猷

鬘
燃鰔

繊邦
筋灘

、因

し
の

物
起

際
上

下
に

に
道

繋癩
跡渉

路“
颪
雌

臟略
諌劭

顕
餓
放
木

路
の

例
2- 段差 道路の段差に起因する事故

0O 蓋不全 擁
搬
報
淺*
壽
滋
辯
護
彰坊
紗琺斂

帆
倒
の
部

側
グ

例

R) 工事不全 歳

神疣

勁

診

断動

議

鍼
碗
跡
)
据嫁讓

路
悪

!
故
も

4 スリップ 起

砂
リ

に

土
ス

等

出
る

全

流
討

の

ス
靱

設

ツ
こ

施

り
加
ブ

水

ス
面
ツ

排

る
路
リ

鼓

酎を

士

起
ッ
上

出
プ

に
リ
藍

満
ッ

結
ス
缺

･リ

涼
る
、

結
ス

面
よ
ブ

凍
る

路
に
ッ

面
す

･･

路
因

例

○) 備不設施全安 酎擬

が脉

槌知
胤
娠

禍創

臘瀰

齦鏑

鰔繃鰕

難癖

嬬熾鷲

潴殼勒
胤硼艫

*建増
蹠洲鰄

も
故
も

横
ド
道

や
亭
る

･･

円) 道路崩壊 路が両車行通めたの等
:故事ひ乾

略
解、る
浸
す
陥
落
の
転
路
に
道
外 約 橋脱 故事るす因起に壊損出流の梁橋

け 道路崩壊 等畑颯屋家の遺沿が砂合土湯たたしえ壊与崩をの害路損道に u 撃直物下落 等

類
入

鮒鷲競
総
纖癈
)

馨
纖蘂

不
髄
さ
れ

謝
し

例

K̂) 落石･崩土

土
石
崩
落、の
石
へ
落
上
の
路
へ
道

故

上
ら

事

路
か

る

道
南

す

ら
法

因

か
の

起

外
内

に

城
城

士

区
区

崩

路
路
士

、
道
道
崩

石

･･

落

例

1 2 他のそ ず因起に疵瑕の理管置設の路道の外以
故
記
事
上
る



円
以
上
を
対
象
に
掲
載
し
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
二

〇
〇
万
円
以
上
を
対
象
と
し
て
掲
載
し
た
。

安
全
施
設
不
備
に
関
す
る
事
例
が
多
か
っ
た
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。

四

平
成
八
年
度
に
言
い
渡
し
て
あ
つ
左
判
決

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
誌
二
月
号
及
び
四
月
号
に
掲
載

し
た
の
で
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

五

道
路
賠
償
責
任
保
険

平
成
八
年
度
末
に
お
け
る
道
路
賠
償
責
任
保
険
の
加
入

状
況
は
、
表
3
1
1
で
あ
る
。

ま
た
、
各
団
体
の
道
路
管
理
者
に
お
け
る
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
当
た
り
保
険
料
の
分
布
、
各
団
体
毎
の
年
間
保
険
料
、

保
険
対
象
延
長
な
ど
を
集
計
し
た
の
が
表
3
-
2
で
あ
る
。

次
に
、
各
団
体
別
に
道
路
賠
償
責
任
保
険
に
よ
る
損
害

賠
償
金
の
支
払
い
の
比
率
を
出
し
た
も
の
が
表
3
ー
3
で

あ
る
。

六

お
わ
り
に

以
上
平
成
八
年
度
道
路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査
結
果
の
概

要
を
紹
介
し
た
が
、
平
成
九
年
度
分
の
集
計
を
近
々
に
各

道
路
管
理
者
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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1 一 1 5ヵ年間の損害賠償状況 (全国計)



表 1ーー 総括表

道 路 処 理 ‘
件 数
年 5年 f

‘乍 数
年 7年 ′‘(年

件 針 内賞金額

直 轄
訴 訟
示 談
計

0
52
52

C
315,525
316,525

0
琉
55

C
217,311
2f7,31l

2
50
靴

7,048
242 268
249,316

1
郎
効

66.54輩
44,864
111,405

0
71
円

C
35,240
35,240

3
281
284

73,589
855,208
928,797

公 団
訴 訟
示 談
計

0
創
射

0
8-555
8,555

2
36
艶

253,908
13,744
267,652

1
範
釘

318
29,271
29-589

2
博
打

46,386
4,173
49,559

0
41
41

0
11,579
11,579

6
203
208

299,612
67,322
366,934

公 社
訴 訟
示 談
計

n)
R)
□̂

0
t,373
1,373

0
14
14

0
10,364
10,364

o
m
m

0
2-168
2,168

o
=
=

0
2,162
2,162

o
約
め

0
3,390
3,390

0
邱
脇

0
19,457
19,457

地 方

公共団体

訴 訟
示 談
計

8
1-6l5
1-623

56,247
439,852
496,099

7
l,980
f,987

48,458
718,882
767,340

9
1,754
1,763

56,570
410,147
466,717

7
2-122
2,129

87,435
616,120
703,555

19
23 66
2,185

162,069
858,808
t020,877

50
9,637
9,687

410,779

,043,809
,454,588

内

訳

都道府県
訴 訟
示 談
計

2
48l
483

22,021
195,232
217,253

1
598
599

2l9
382,515
382,734

1
579
580

37,800
159,515
197,315

1
618
6f9

4,000
197,619
201,619

8
717
725

63,147
500,119
5632 66

13
2,993
3,006

127,187

,435,000
,562J 87

政令指定市
訴 訟
示 談
計

1
142
143

1,131
24,836
25,967

2
190
192

4,003
44,055
48,058

3
190
193

2,269
32,531
34.800

0
l47
l47

0
55,879
55,879

1
191
192

1,500
78,077
79 577

7
860
867

8,903
235,378
244,281

市
訴 訟
示 談
計

2
592
594

20,604
136,750
157,354

3
719
722

43,536
l87,955
231,491

3
585
588

lo,001
144,639
154,640

5
788
793

80,435
205,084
285,5f9

8
761
769

76,382
133,988
210,370

21
3,445
3,466

230,958
808,416
039,374

町 村
訴 訟
示 談
計

3
400
403

"2,491
83,034
95,525

1
473
474

700
104,357
105-057

2
400
402

6,500
73,462
79,962

1
569
570

3,000
157,538
160,538

2
497
499

21040
146,624
167,664

9
2,339
2,348

43,731
565,of5
608,746

全 国 計
訴 訟
示 談
計

8
I-716
1,724

56,247
765,305
821,552

9
2,085
2,094

302,366
960,301
1,262,667

12
1,880
1,892

63,936
683,854
747,790

10
2-205
2-215

199,362
667,3l9
866,681

19
2,288
2,307

162,069
909,018
1,071,087

58
lo,174
10,232

783,980

,985,797
769,777

(単位 ;千円)

/ / / ｣--′

400,000

200,000

000'000

'000

金額 (千円)
000

　　　　 　 　　　
都燈府県

L′指
市
定

｣‐
公 管理者区分/ 社

諜髄
4" ooo

直
団

図 1一 3 5ヵ年間の管理者別賠償金額



増が全 路上障害物

図 1 ー 5 事故態様別 (全国 ･金額)
合計亀07l,087千円

その
　 　 　

段
4実

　　　　　 　
粥 スリップ

図 1‐ 4 事故態様別 (全国 ･件数)
合計2,307件

J O 道行セ 98.5

表 1ー 2 内訳表 (事故態様別 ･全国計) (単位 :千円)

分
類
事 故
態 様
処 理
区 分

4年 5年 6年 7年 年 計
件 数支 払 額件 数支 払 額件 数支 払 額件 数支 払 額件 琵支 払 額件 数支 払 額 1件の平均額

I 穴 ぼこ
訴 訟
示 談
計

4
649
653

l8.468
81,425

0
8l3
813
109,393

3-800
61,844

2
829
831

60,822
92,918

“
714
716

5,650
64-972 3,486

88740
4lo,552

8,874

2 段 差
訴 訟
示 談
計

0
70
70
24,456
24,456

0
70
70

2
1=
113

4,541
32766
37,307

l
89
90
23,205
23,818

3
96
99

8溝l3
21802
29,915

6
436
442

13,267
円3,871
127,138

2,211

3 鑑 不 全
訴 訟
示 談
計

3,0の
86,735

2
455
457

2,2l9
130,875

0
484
484
203,891

0
547
547
25,322

2
589
591

2!19
126,062 2,466

7,338
672,885

1,468

4 スリップ
訴 訟
示 談
計

0
18
18
11065
11065

2,237
2,237

0
20
20
7J20
7120

0
22
22
8,475
8,475

0
27
27
lo,773
lo,773

0
100
loo
39,670
39-670

0
397
397

5
道路崩壊
(通行車両
の被害)

訴 訟
示 談
計

0
28
28
15-632

0
35
35
118405

2
23
25

39,l70
32-998

0
28
28
43,121 63-228

2
128
130

39.170
273,384

19,585
2136

5′
通路崩壊
G台道家屋
等の被害)

訴 訟
示 談
計

0
7
7
29,108
29,108

1
6
7

= -536
l3-086
24,622

0
4
4
10,657
10,657

0
4
4
5,124
5J24

0
2
2
26,516
26,516

1
23
24

11,536
8449l
96,027

= ,536
3,674
4-001

6 落 石
訴 訟
示 談
計

0
259
259
387,574

0
307
307
377,739

0
296
296
158,B29

0
270
270
91,

0
333
333
210,963 1,465 226,957

0
838
838

7 路上障害物
訴 訟
示 談
計

0
87
87
21,290
2l,290

0
109
l09
58,896
58,896

2
137
139
47,615
48,514

1
99
100

4,桝
23,717
27-717

2
97
99
20,043
20,650

5
529
534

5,506
71,561
77,067

1･101

8 工事不全
訴 訟
示 談
計

1258
3,460 3,335

0
19
l9
13,508

1
24
25

3,000
10,044

1
l3
14

17,560
4,519

3
86
89

21-818
34866

7273

9
安全施設

不 -備

訴 訟
示 談
計

2
78
80

33,521
76,876
l10,397

3
125
128

32,403
57,484
89-887

2
84
86

13,870
36,271
50J41

0
81
81
t20,538
l20,538

6
101
106

112,540
180,214
292754

12
469
481

192334
471,383
663717

16,028
LO05
1,380

10 脱 橋
訴 訟
示 談
計

0
2
2
1,084
1,084

0
5
5
す2‐254
12,254

0
3
3
7,034
7,034

0
2
2

0
820
820

1
1
2

10'“)0
7話23
17,123

l
13
14

10'000
28,315
38,315

2,178

= 落下物直撃
訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

49,904
49,904

32,660
32-660

0
168
168
136,679
136,679

0
386
386
9,243
9243

0
568
568

l2 そ の 他
訴 訟
示 談
計

26,6の
3
l34
137

256-208
64,955

2
107
109

1-656
2l,417

5
103
108

130-927
89,523

3
i33
136

5,480
36,125

13
587
600

394,271
238′620

30-329

合 計
訴 訟
示 談
計
1,716
1,724

56,247
765,305
821,652

2,085
2,094

302,366
960,301
1,262-667

1,880
1,892

63,936
683,854
7471790

2,205
2,215

199,362
667,319
866,681

2,288
2,307

162,069
909,018
1,071-087

話0.174
話。-232
3,9
4,7

3,980
5,797
9,777

13,517
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金額(千円)
国

事故態様

図 1 - 7 5ヵ年間の事故態様別賠償金額 (全国計(千円))



表 1ー 3 内訳表 (道路管理者別 ･事故態様別 ･直轄)
分
類
事 故
態 様
処 理
区 分

4年 5年 6年 7年 8年 計
杵 散支 払 額件 数支 払 譲件 数支 払 額件 数支 払 額件 数支 払 額件 数支 払 額 1件の平均額

1 六 ばこ
訴 訟
示 談
計

0
7
7
2,002

0
7
7
2,138
2,138

0
3
3
2,444
2,444

0
5
5

0
629
629

0
l2
l2

0
34
34
9,131

0
269
269

2 段 差
訴 訟
示 談
計

0
1
1 6

0
0
0

0
0
0

0
3
3
2,083

0
4
4
2,635

0
2
2

0
130
130

0
10
10
5,434

0
543
543

3 蓋 不 全
訴 訟
示 談
計

0
7
7
1,974
1,974

0
4
4
2,670
2,670

0
9
9
15,117
15,117

0
2
2
l,735
1,735

0
i2
12
9,590
9,590

0
34
34
141,086
l41,086

4150
4,150

4 スリップ
訴 訟
示 談
計

0
1
1
7,500

0
1
1

0
440
440

0
2
2

0
416
4l6

0
2
2

0
697
697

0
3
3

0
855
855

0
9
9
9,908 れ101

5
道路崩壊
(通行車両
の被害) ,

訴 訟
示 談
計

0
1
1

0
306
306

0
1
1
15,808
15,808

0
1
1

0
65
65

0
1
1
15,7
15,7

0
1
1
2-504
2,504

0
5
5
34-399
34,399

6,880
6,880

5′
道路崩壊
(沿道家屋
等の被害)

訴 訟
示 談
計

0
2
2
16,696

0
1
1

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
3
3
18,164 6,055

6 落 石
訴 訟
示 談
計

0
21
21
283-877
283,877

0
20
20
167-49-
16749t

0
17
17
99,669
99,669

0
15
15
7,650
7,650

0
17
17
7,056
7,056

0
90
90
565,743
565,743

6,286
6,286

7 路上障害物
訴 訟
示 談
計

0
2
2

0
352
352

0
3
3
2-175

0
4
4
16,797

0
2
2
2,080

0
3
3
3,026

0
14
14
24,430 1,745

8 工事不全
訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
･ 0

0
0
0
V/O
V/O

9
安全施設

不 備

訴 訟
示 談
計

0
6
6
1,683

0
9
9
13,008

1
2
3

5-710
1,666

0
2
2
5,783

0
3
3

t
22
23

5,フ10
23,852

10 脱 幅
訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

= 落下物直撃
訴 訟
示 談
計 0 0 0 0

0
7
7
3,564

0
13
13
5,793 8,129

0
37
37
17,486

0
473
473

12 そ の 他
訴 訟
示 談
計

0
4
4

0
549
549

0
9
9
2溥13
2!13

l
2
3

1-338
447
1,785

1
7
8

66,541
2,t46
68,687

0
1
1

0
320
320

2
23
25

67,879
5,575
73,454

33,940
242
2,938

合 計
訴 訟
示 談
計

0
52
52
315,525

0
55
55
217-311

2
50
52

7,048
242,268

1
53
54

66,541
44,864

0
71
7l
35,240

3
281
284

73,589
855,208

24,530
3,043

(単位 :千円)

表 1‐ 4 内訳表 (道路管理者別 ･事故態様別 ･公団)
分
類
事 故
態 様
処 理
区 分

4年 5年 6年 7年 8年 計
件 数支 払 額件 数支 払 額件 数支 払 額件 数支 払 額件 数支 払 額件 数支 払 額 1件の平均額

1 穴 ぼこ
訴 訟
示 談
計

、 0
19
19
3,099

0
7
7

0
949
949

0
4
4

0
3
3 5

0
538
538

0
38
38
6,391

2 段 差
訴 訟
示 鐵
計

、 0
i
1

0
453
453

0
0
0

0
0
0

0
13
13
7,461
7,461

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
14
14
7,914
7,914

0
565
565

3 艶 不 全
訴 鞘
示 繊
計

0
5
5
1,813

0
0
0

0
0
0

0
4
4

0
930
930

0
3
3

0
9田
981

0
1
1

0
194
i94

0
l3
13
3,9l8
3,918

0
301
301

4 スリップ
訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
1
1

0
259
259

0
0
0

0
0
0

0
1
1

0
259
259

0
259
259

5
通路崩壊
(通行車両
の被害)

訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

5′
道路崩壊
G合道家屋
等の被害)

訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0 V/O

6 落 石
訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
1
1
4,553
4,553

2,214
2,214

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
2
2
6,767
6,767

3,384
3-384

7 路上障害物
訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
2
2

0
888
886

0
25
25
9,346
9,346

0
2
2

0
327
327

0
3
3

0
32
32
13-673

0
427
427

8 工事不全
訴 訟
示 談
計

0
3
3

0
636
836

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
3
3

0
636
636

0
212
212

9
安全施設

不 備

訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
2
2

0
608
608

0
1
1

0
0
0

0
0
0

0
3
3

0
839
839

0
280
280

10 脱 橋
訴 訟
示 談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

11落下物直撃
訴 訟
示 談
計 0 0 0 0

0
15
15
6,647
6,647

0
4
4
449

0
5
5
1,524 24 9,620

0
401
401

12 そ の 他
訴 訟
示 談
計

0
13
13
2,554

2
26
28

253,908
7,356

1
2
3

318
747
1-065

2
5
7

45-386 0
27
27
6,209

6
73
78

299,612
17,305

59,922

合 計
訴 訟
示 談
計

0
41
41
-555

2
36
38

253,908
13-744

1
66
67
29,271

2
19
2l

45,386
4-173

0
41
41
11,579

5
203
208

299,612
67,322

59,922

(単位 :千円)


